
48-ROO4

インフォメーション・ユーティリティに

関す る報告書(1)

(北海道における民間企業の情報需要調査)

昭 和49年3月

iJIEPQCIIDEC

財団法人 日本 情報 処 理 開発 セ ン ター

議



この 報告 書 は,日 本 自転車振 興 会 か ら競 輪収 益 の一部 で あ る機械 工業振

興 資金 の補 助 を受 け て,昭 和48年 度 に 実施 した 「イン フ ォ メー シ ョン ・

ユーテ ィ リテ ィに 関 す る調 査 」 の成 果 を と りま とめ た もので あ る。



序

わが 国 に おけ る情 報化 の 進 展 には め ざ ま しい もの があ り,拡 大 の一途 を た ど って

い ます が,近 年 そ の進 展に 新 しい局 面の 展開 が 期待 され て お ります 。

これ は,今 まで の 一企 業 あ る いは 一 団 体 内 と いった 単 体 の内 部 での 情 報 の利 用 か

ら,さ らに 大 きな 広 が りを も(た,広 域 に お いて 発生 す る情 報 を総 合 的 に 利 用す る

効 果 を 目的 とす るも の と考 え られ ます 。

この よ うな状 況 に あ って,情 報化 の進 展 に おけ る次 の 段階 とい われ る 「必 要 な と

きに必 要 な情報 を必要 な場 所 で 自 由に取 得 で き るサー ビス 」い わ ゆ るイ ン フォ メー

シ ョン ・ユー テ ィ リテ ィの 出 現 が期 待 され て お り ます 。 しか し,こ の要請 を 満 た す

た めに は 一企 業,一 団体 の み で は非 常 に 困 難で あ るた め,生 活 情報 を含 め,現 代 社

会 に おい て どの ような情報 が 必要 とされ て い るか,ど の よ うに すれ ば,サ ー ビ スで

きるか な ど の調 査 研 究 は非 常 に 緊要 な こ と と考え られ ます。

当 財団 で は,こ の た め,地 域 に お け る情報 のニ ー ズ を特 に民 間 企業 を 中心 に調 査

す るこ と とし,北 海道 を例 に と り,同 調 査 を北 海 道情 報 シ ステ ム調査 会 に委 託 いた

し ま した。

本報 告 書 は 同調 査会 よ り提 出 された もの を ま とめ,紹 介す る もの です 。

昭和4+9年3月

財団法人 日本情報処理開発セン ター

会長 難 波 捷 吾





は し が き

社 会経 済 の 発展 に と もない産 業 界,行 政 機 関 に おけ る情 報化 は 急 速 に 進行 してお

りますが,現 状 の 情報 流 通 は 大都 市 に集 中 す る傾 向 にあ り,情 報 の地 域 格 差 を解消

す る ことが 緊急 の 要件 とされ て お ります 。 また生 活 の向 上 に係 わ る地 域 情 報 に対 す

る需要 も高 ま りつ つ あ ります 。

これ らの地域 情 報 化 の問題 を解 決 す る には1企 業,1団 体vatsけ る情 報 化 を推 し

進 め るの では な く,そ の地 域,ま たは 全国 的 視野 にお'いて関連 機 関 が相 互 に 分担 し,

補 完 し合 い,有 機 的 な連 携 を もち なが ら,推 進す る こ とで は ない か と考 え られ ます 。

それ に は キ ー ・ス テ ー シ ョン となる地域 に おい て も,そ れ に対処 す る公 共 的共 同

利用 の推 進 とい うこ とが,ま ず,必 要 に なつ て くる と考 え ます 。

最 近,こ の 地域 情 報 化 へ の構 想 が各 地域 で活 発 に研 究 され てお ります 。 しか し,

具体 的 左 方法 論 は ほ とん ど 見 当 ら 左い とい うの が現 状 で あ ります 。

この た め,当 調 査 会 で は,財 団 法人 日本情 報 処 理開 発 セ ン タ ーが進 め てい る 「地

域 情報 ネ ッ トワ ー ク等 に関 す る調 査研 究 」の 一環 と して非 海 道 地域 を ケー ス ス タデ

ィ と して地域 情 報 シス テム調 査 委 員会 を 設 け て実施 い た しま した。

本年 度 の調 査 は 北海 道地 域 にお け る情 報 ニ ーズ の把 握 に重点 をお い て行 なわ れ,

中間 的 な報 告 書 と して公表 す る こ と とい た しま した 。今 後 は ネ ッ トワー ク形成 上

の問題,情 報処 理 方 式の問 題 な どに つい て さ らに具 体的 な調 査 研 究 を継 続 す る予 定

と してお りま す 。

本 調査 報 告 書 の 上梓 に あ た り,調 査,分 析 に当 られ た地域 情 報 シス テ ム調 査 委 員

会長 谷部 委 員長 は じめ委員 各 位 な らび に,ア ンケ ー ト調 査,面 接 調 査 に 貴重 左 ご意

見 をい た だい た 企業 の店 の ご協 力 に対 し厚 くお礼 申 し上 げ る と と もに,本 報告 書 が

各 地域 の方 々の ご参 考 に な り,か つ わが 国 の地 域 情 報 化 の進展 に つ 左が る と とを期



待 してお ります ・

昭 和49年3月

北海道情報 システム調 査会

会長 佐 藤 健 二
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は じ め に

情報 化社会の地域格差 と地域特性

最 近 に お け る社 会経 済 の 高 度化 ・多様 化 に と も左い,各 種の情 報 が さ ま ざ まの分

野 にむ い て増 大 して お り,こ れ に対 応 して情 報 処理 技 術 の開 発 が急 速 に進 め られ て

い るが,こ れ ま で の情 報化 の 進展 は,そ の多 くが 首都 圏 あ るいは 関 西地 区 な ど、大

都市 地 域 にかた よっ てい る傾 向 に ある 。

い わ ゆ る情 報化 社 会 の特 質 を,情 報 の重要 性 に た いす る利 用者 の 認識 と,大 量 情

報 の発生 な らび にそ の顕 在化 との,累 積 的 な相 互作 用 と してと らえ るな らば,大 都

市 お よび 大都市 地 域 で は,ま す ます その 相 互作 用 が積 み 重ね られ ・情 報 化 の 立 ち遅

れ てい る地 域 を よ り一層 ひ き離 す で あ ろ う。 した が って 一方 には,大 量 の情 報 集 積

とそ の有 効 利 用,他 方 に は,未 発掘 の潜 在的 左情 報 源 とそ の重要 性 に た いす る認 識

の欠 如,あ るいは 有 効 な利 用 方段 の欠 如 とい った,情 報 の地 域格 差が 拡 大 してい く

こ とに な る。

集積 量 と利 用 度 の相 関 を前提 にす るか ぎ り,情 報 の地 域 格 差 は不 可 避 的 κ 発生 し,

所得 や 資産 の地域 格 差 よ りも,一 層増 幅 され た形 で あ らわ れ ざ るをえ 左い 。 もち ろ

ん,情 報 伝 送技 術 の開 発 に と も左 う,全 国 ネ ッ トワー クの整備 に よる,格 差解 消 へ

の方 向 を も見落 して は 左 ら左 い で あ ろ う。 しか しそ れ は現 在の と ころ,回 線 容 量 の

問題,あ るい は回線 構 成 の複 雑 化,そ の経 済性 の 問題 よ り して,き わめ て限 られ た

範 囲 にお い て期待 され るに す ぎない 。

情 報 そ れ 自体 の性 格 か らい って,も と も と地 域 的 な特 異性 が少 な く・ した が って

中央 集 中 が可能 で あ り,集 中 に よ って有 効 左処理 と利 用 が促 進 され る もの もあ る。

だ がそ れ とは 逆 に,は じめ か ら地域 的 な特 異性 を もって い る情 報,あ るい,は利 用 に

お い て地域 的 な特 性 を要 請 され る情 報 が あ り・ さ らに また ・需 要 者 へ の サ ー、ビス の

面 で,地 域 的 な特殊 性 へ の 配 慮 が必 要 と され る もの もあ る。 これ らは・ 地 域 格 差 の

一1一



解 消 とい う,い わば消 極 的 な対 応 策 を越 え て,地 域 社会 の特性 に適 合 し うる情 報

収 集 ・処 理 ・サ ー ビス の シス テ ムを構 成 して,地 域 にお け る情 報 化 を強 力 に推 進

す る とい う,積 極 的 な課 題 をわれ われ に 投 げ か け るの で あ る。

閉鎖 的 な地域 主義 は,も と より情 報化 時 代 に逆 行す る もので あ り,地 域 格差 の

存在 を軽 視 す る こ とは,非 現 実的 な展望 に お ち い るで あ ろ う。そ れ らを充分 に留

意 した 上 で,な お情 報 の地 域 特 性 に かん す る強調 は,情 報 化 社会 の特 質で ある利

用 と情報 量 の相 互作 用 そ の ものか ら,必 然 的 に導 き出 され るので あ る。情 報 需要

が地 域 に よ って異 な る とす れ ば,加 工 基 準 もそ の利用 者 の地域 性 に よって異 な り,

利 用者 の要 求 内 容 に よっ て決 定 され るぺ きで あ ろ う。す なわ ち,情 報 の種 類 お よ

び流 通 ・優 先 順 位・ 蓄積 ・加 工 ●提 供 の方 法 な ど情 報 処 理 方 式にお い て も・地 域

の特 性 を生 か した もので なけ れ ば な らな い。

地 域 に お け る情 報 化 を強 力 に推 しす すめ るた め には,そ の中核 的 な地 位 を しめ,

中 枢 的機 能 を 発揮 す べ き,情 報 処 理 の専門 的 な機 関 の設 置が必 要 不 可欠 で ある 。

しか し!こ の情 報処 理 の専 門機 関 が 効率 的 な機 能 を発揮 す るに は,既 存 の関連 機

関 との間 に,相 互 に分 担 し補 完 しあ うネ ッ トワー クを形 成 しなけれ ば な ら ない し,

また 全国 的 な総 合 シス テ ムの 一構 成 機関 と して,各 地 域 の専 門 セン ター と密接 な

連携 を確 保 す ぺ きで あ ろ う。 そ の連携 に よりは じめ て,地 域特 性 を生 か し左が ら

情 報の 地域 格 差 を解 消 す る方 向 に前 進 す る こ とが期待 され よ う。

この ような意 味 にお い てわれ われ は,北 海 道 地 域 に お け る 情 報処 理 お よび

情 報 の利 用 に かん す る調 査 ・研 究 を お こ ない,新 しい地 域情 報 シス テ ムを開 発 し,

地 域 情報 処 理 の発展 に 寄 与 す ぺ く,「 地域 情報 ネ ッ トワ ー ク等 にか んす る調査 研

究 」 とい う プロ ジェ ク トを企画 し,第1の 課 題 と して,北 海 道 にお け る情 報需 要

の地域 性 を明 らか に し,第2の 課題 と して,北 海 道 に む け る情 報 ネ ッ トワー ク形

成 の あ り方 を検 討 し よう と した。

これ ら2つ の課 題 に た いす る接 近は,同 時並 行 的 に実 施 され る予定 で あ った 。
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第2の 課題 にか ん して は,ま ず 北 海道 内 に お ける 主要 な一次 情 報提 供 機 関 につ い て,

そ の 定期 刊行 物 の配 布方 法 と利 用状況,お よび二 次情 報 へ の経 路 な どを中 心 に調査

を進 め てい った ので ある が,実 際 に,第1の 課題 の調 査 結果 にか か わ る とこ ろが 多

く,暫 定的 な覚 書 の段 階 に とど ま り,ま だ 全体的 な ま とま りに到、達 してい ない 。本

報 告 は,第1の 課 題 の 主要部 分 で ある,民 間企 業 にお け る情 報 需 要 の 実態 調 査 を と

りま とめ た もの で あ る。

～
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調査の方法 につ いて
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1 調 査 の 方 法 に つ い て

1.調 査 の ね ら い

北海 道 にお け る情 報 利 用 にか んす る実態 調査 と して は,す でに 北海 道情 報科 学

調 査研 究会 が,45年 度か ら3回 に わた って実 施 している。今 回 の調 査 は,一 方で

は,既 存 の 調査 結 果 と関連 させ,情 報 需要 の 実 態に つ い て よ り一 層 掘 りさげ る と

と もに,他 方 で は,従 来 お こな わ れ なか った地 域 別の 集計 分析 を試 み,か つで き

るだけ 中小 企業 をも含 む 幅 の広 い ものに し よ うと企 て た。

45年 度の 調 査 は,年 商額10億 円 以上 の地 場企 業,年 商額200億 円 以 上の

道 外企 業 の 出 先事 業 所,お よび 官 公 庁 ・研 究機 関 な ど,799カ 所 を対 象 と して

お こなわ れ,回 収 率 は22.3%で あ った。 集計 分析 の ための 分類 と し ては,第2

次 産業 ・第3次 産 業 ・官 公庁 等 と い う業種 別 と,官 公庁等 を も含 め た地 場 ・道 外

別 が 採用 され た が,規 模 別 ならび に 道内 地域 別 の 分析 は お こな わ れ て い ない。 調

査 の 内容 は,情 報利 用 の 現状,情 報 セ ンター の必要 性,今 後の 情 報利 用の 動 向 な

ど にか んす るも の で あ った ・

北 海 道情 報科学 調査 研 究会 の 第2回 目の 調査 は,46年 度 に実 施 され,従 業 員

50人 以 上 の製 造 業897企 業 を対 象 に し,上 記 第1回 調査 の 内 容 と 類似の もの

を,製 造 業 にふ さわ し く産業 技 術 情 報 な どに重 点 を お いて,掘 り さげ てい る。 回

収 率は28、7%で あ り,集 計分 析 に あ た って,製 造 業 の なか の中 分 類業 種別 と・

従 業人 員に よる規模 別 分類が 採 用 され,こ こで も道内 地域 別 は とられ なか った 。

第3回 目は47年 度 に お こなわ れ,情 報 セ ン ター に 期待 され る サー ビスな どを

中心に 調査 され,対 象 は 上記 第1回 調査 な らびに 第2回 調査 に お け る回答 企 業 お

よび 回答 機関,合 計517カ 所 に限定 され,そ の 回収 率 は65.6%で あ・った 。 こ

の ときの 集計 分 析 の ため の 分類 は,官 公庁 ・研 究機 関 ・民間 企 業 とい う,機 関 種

別の み で あ る。
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今回の 調 査で は,必 要 情報 の 内容,情 報 源,収 集の ため の 費用 な どにつ い て,

か な り細 目に 立 ち いる こ と も企 画 され た が,調 査 対 象 として 中小 規模の 企 業 を も

含 む ことを考 慮 し,回 答 が比 較 的 容 易 な よ うに,い く分 あい まいさを残 す 形 に 落

ちつ いた。 情 報 の企 業 内 におけ る加 工 ・処理 に つい ては,回 答担 当者 がか な らず

しも 当該 企 業の情 報 処 理 専門 部門 で はな い,こ の 種の ア ンケー ト調査 に な じ まぬ

もの と判 断 し,別 の 機会,た とえ ば 今 回の調 査 を も とにし て,情 報 処 理の 専門 担

当者 を 直接 対 象に す る よ・うな調 査 を企 て る方が,有 効 適 切 であ ろ う と考 えた 。

・また ,予 定 され る情 報 セ ン ター にた い して,ど の ような種類 の ナー ビスを 期待

し,ど の よ うな形 態 で の 提供 を 希 望 し,か つ どの よ うな程 度 の 協 力を するか とい

う問 題に つ い ては,あ るべ き情 報 セ ンターの 体 制や 機能 にか ん す る構想 が,明 確

に うち 出 され ぬか ぎ り,実 効 あ る回 答を望 み え ないで あ ろ う。今 回の 調 査は,こ

の問 題へ の接 近 を 目標 としなが ら,い わば その 前段 階 に とど ま らざ るを え ない 。

従 来対 象 に 含 め られ ていた 官 公庁,お よび 大学 ・研 究 機関 な どを,今 回 の 調 査

対 象 か ら除 い たの は,ひ とつ に は時 間 的 制約 に も よるが,そ れ らの諸 機関 にお け

る情 報の 利 用や 処 理 は,民 間 企 業 とは 全 く異 質 な もの で あ り,し た が っ て総 括 的

に集計 分 析す る こ とは もち ろん,単 純 に比 較対 照 す る こ と さえ,か な らず し も実

際 に意味 の あ る結 果 を もた ら さぬ と考 えた た め で あ る。 さらに,こ れ らの諸 機関

ヘ ア ソケ ー ト調 査票 を送 付'する場 合,通 常 の 文書 処 理 の ルー トに おい て取 扱 われ

る ならぽ,か な らず し も 当該 機 関 の情報 利 用 に か んす る実 態,あ る いは要 望 が適

確 に 回答 され る とは か ぎ ら.ない 。 ここで もや は り,企 画担 当部 門 とか,情 報 処理

担 当部門 とか,あ るいは 情報 利 用 に関心 を もつ 研究 者 とか を,直 接 対象 に し た検

討が必要で あろ う。

注)

北海道情 報科学調査研究会に ょる北海道地域情報 利用実態調 査報告書は下記

の とお り。
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第1回

第2回

第3回

「北 海 道地 方 に お け る情報 利 用の 現状 と動向 」昭和46年3月

「北 海 道企 業 にお け る情 報 活 動 の現 伏 と動 向 」昭和47年3月

「北 海道 におけ る情 報 サ ー ビスの 方 向 」 昭 和48年3月

2.調 査 対 象 と 回 収 状 況

調査 対 象 の選 定 は,事 務 処 理 上の 問題 を も 考慮 し て,各 市 に お け る商 工 会議 所

の名簿 を手 が か りに,代 表 的 な 企業 を有 意抽 出 す る とい う方 針 を とった 。

まず,北 海 道 内 に あ る40会 議所 の うち 主要15会 議所に 限 定 し,さ らに人 口

10万 人 以 上都 市 お よび地域 的 な 関係 を勘 案 して,最 終的 には 札幌 市,函 館 市,

小樽 市,旭 川市,稚 内 市,北 見市,室 蘭市,苫 小牧 市,帯 広 市,・釧 路 市が選 ば れ

た。 この10市 に おけ る各層 の 代表 的 な企 業を,お お よそ600程 度 選 定 す る こ

と に した。 た だ し,製 造 業 につ い ては 従業 員50人 未満 の階 層,卸 売 ・小 売 業 と

サー ビス業 など につ い ては,従 業 員20人 未 満の階 層 を省 い た 。

道 外企 業の 出先事 業所 は,そ の 大多数 が札 幌 市に集 中 して お り,札 幌商 工会 議

所 の調べ に よる と,47年5月 現在 で 約3,100社,こ の うち従 業 員50人 以 上

の製造 業 と,同 じ く20人 以 上 の卸売 ・小売 業 お よび サー ビス業な どは・429

社 をか ぞ え るの であ るが,こ れ か らお お よそ200程 度 を有 意抽 出 す る こ とに し

た 。実 際 に は,表1-1に 示す と お り,231企 業 が選び 出 された 。

調 査時 点 を 昭 和48年11月26日 現 在 と し,各 企 業か らの 調 査票 の 回 収 は,

同年12月25日 を もっ て締 切 った 。 回収 状 況 は,表1-1の よ うに な って お り,

全体 として の 回収 率 は42.1%で あ った。 と ころが,郵 送 遅 延 その 他 の 理 由 に よ

り,締 切 り後 もひ きつづ き調 査票 の回収 が 進 み,原 稿 執 筆 の段 階 では,回 収 率

58、0%に 達 して い る。時 間 的 な 関係 か ら,12月25日 まで の 分 に限 って,集

計 分析 を お こな わ ざ るを え なか っ たが,全 体 に かん す る再集 計 につ い ては,他 日

を期 し たい 。 回 答 を寄せ られ た 各企 業の ご協 力 に た いし,心 か ら謝意 を表 す る次
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第 で あ る。

2(1-1

調 査 対 象 数 と 回 収 状 況

規模別項目 対 象 数 回 収 数 回 収 率 聞

札 幌 市 292 129 44.2

函 館 市 23 10 43.5

小 樽 市 25 10 40.0

旭 川 市 27 9 333

稚 内 市 26 12 46.2

北 見 市 26 13 50.0

室 蘭 市 21 10 47.6

苫.小 牧 市 27 16 593

帯 広 市 31 17 54.8

釧 路 市 26 8 30.8

道 外 企 業 231 84 36.4

合 計 755 318 42.1
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3.調 査 事 項

調 査項 目は大 き く4つ に 分 かれ,第1は 経 営的事 項 に つ いて で あ り,地 場 企 業

に た い して は,設 立年 月,道 内 ・道 外 ・海 外 別の需 給 構 成,需 要 開 拓 の現 況 と予

定 な どを問 い,ま た 道 外企 業 の 出先 事業 所 に た い しては,事 業所 開設 年 月,道 内

事業所数 お よび 主な 所在 地,全 国で の 主な事 業所 数,道 内分取 引 高 の割 合,道 内

取 引にか んす る評 価な どを 問 い,参 考資料 と した。経 営 的 事項 と情報 需 要 との関

連を 考 察す るた めに は,も っと詳 細 な設 問 が必要 で あろ うが,こ れ は あ くまで も

参考 資 料 に と どま り,そ の 一部 分 のみ が 集 計分 類 に際 して利 用 され て い る。

地 場企 業 と道 外 企 業 とで 設問 を区 別 したのは,上 記 の 経 営的事 項 につ い てだ け

で あ り,情 報 に かん す る諸 項 目につ い ては,同 一の質 問が な され る。 な お この 調

査 で取 扱 う情 報 は,主 とし て外 部情 報 で あ り,か つ特 殊 の イ ンフォ ー マ ルな 情報

を除 くこ とを,冒 頭 に断 ってあ る。

第2の 調査 事 項 は,情 報 の必 要性 に つ い てで あ り,こ こで は 「貴 社(事 業 所)

で は どの よ うな情 報を 必 要 として い ます か 」 と問 い,L行 政情 報,2.経 済情 報,

3.人 口 ・労 働力 情 報,4.流 通情 報,5.地 域 開発情 報,6.交 通 情報,7.産 業技 術情

報,8環 境情 報,9.所 在 情 報,10.各 種統計 情 報,そ れぞ れ につ い て(1}も っ と欲

しい,(2}今 で 十 分だ,(3)必 要 と しな い,と い う3つ の 回答 の いず れか を 求め,〔1}

お よび(2}の 回答に た い して は,さ らに どの よ うな内 容 の もの を必 要 と してい るか,

あ るいは 利用 して い るか と尋 ね,た と えば 行 政情 報に つ いて は6項 目,経 済 情 報

につ い ては12項 目,各 種 統 計情 報 としては30項 目につ き,回 答(複 数 回答 も

可)を 求 め る。

上記 の{1)(2)1:3)の区別 は,(3)が 必 要 でな くしたが っ て利 用も して い な い・{2)は 必

要 であ り利 用 してい るが,も っ と欲 しい とは思 わ ぬ と い う意味 に おい て,必 要 度

が 相対 的 に低 い,〔3)は 必 要 の 度合 いが 相 対的 に 高 い,と いう含 意を も っ てい る。

なお,11番 目の事項 とし て,上 記io種 類 の情 報 以 外 の もの につ い て ・た だ 単
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に必 要か ど うか を尋 ね る こ とに してい る。

第3の 調査 事 項 は,情 報 の収 集 につ い てで あ って,ま ず情 報 源 を 入手先 別 ・形

態 別に 調 べ る。 入手 先 と して は,{1)諸 官 公庁,② 一般 新 聞 ・雑 誌 社,(3}専 門 新聞・

雑 誌 社,{41業 界 新 聞 ・雑 誌 社,{5)文 献,(6}各 業 界 の組 合 ま たは協 会,(7}研 究 機 関

または コソ ナル タ ン ト,{8}関 連 業者,(9}消 費者 お よび その 団体,QO)そ の他,と し,

類 似 の 調査 で か な りの 高 率 を しめ る新 聞 ・雑 誌関 係を,一 般 ・専門 ・業 界 の3つ

に 分け て い る。 形 態 として は,記 録 情 報 を 「刊行 物 」,非 記録 情 報 を 「聞 き とり」

とい う ことに した。

'つ ぎに
,情 報 収 集の 難 易 と,そ れが 困 難 な場合 の 理 由,さ らに情 報の 利 用 度 と,

そ れが 低 い場 合の原 因 に つ い て質 問 し てい る。 これ らは,情 報 の種 類 に よっ て異

な るはず で あ るか ら,第2の 調査 事項 で 掲げ た10種 類 の情 報 ご と,お よび上 記

の情 報 源 ご とに 尋ね るべ きで あ ろ うが,調 査 票 がひ じ ょ うに煩 雑 にな る ことを避

け,こ こで は 収 集 す る側 の体 制 に つ い て の概 況 と,全 般 的 な問 題点 のみ に触 れ る

こ とに した。4番 目は,情 報 を収 集す るた め の専門 担 当 部 門設 置の有 無 で あ る。

5番 目の質 問 は ・情報取 集のための慣 用 にか んす るもの で ・ 費 目区 分 として ・刊

行 物 購入 費,団 体 へ の加 入 費,委 託 調査 費,そ の 他(た とえば 自社 調 査な ど)と

し,情 報 収 集 のた め の 直 接的 経費 に限定 し,期 間を 最近1年 間 と限 った 。 ま た金

額 に つ い ては,で き るだ け回 答 しや す い よ うに 配 慮 し,10万 円 未満,10万Fi]

以 上50万 円 未満,50万 円以 上100万 円 未満,100万 円以 上300万 円 未

満,300万 円以 上500万 円未満,500万 円以 上1,000万 円未 満,1,000

万 円以 上 とい う,お お まか な7区 分 を採 用 した 。

第4の 調 査 事項 は,情 報 の 処理 ・利 用につ い てであ るが,今 回 の 調査 の重 点 は,

必 要な情 報 の 種 類 と 内容 お よびそ の収 集 に おか れ,処 理 段 階 あ るい は利 用段 階 に

おけ る諸問題 は,む しろ付 随 的 に ・参考 的 な もので あ り,次 回の調 査に た いす る

足が か りと いった 意 味 を もつ。 した が って,調 査項 目もご く絞 っ て,情 報 の 全般
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的 な利用 目的,収 集 情 報 の整 理 ・保管 体 制,コ ン ピ ュー ター の利 用状 況,過 去1

年間 にお け る社 内 ス タ ッフに よ る自社調 査 の 有無 、そ の種 類 と概 算 費 用,な どに

とどめた 。

4.集 計 の た め の 分 類

調 査票 の 回収 状況 は,前 出 表1-1の とお りで あ るが,集 計 に あた って,こ れ

を 業種 別,規 模別,地 域 別に そ れぞ れ 分類 し,地 域 別 につ いて は,複 数 の 分け 方

を試 み,さ らに 経 営的 事項 に よる分類 を付 加 した。

まず業 種別 分類 で あ るが,回 答企 業 お よび事 業所 を,日 本 標準 産 業 分類 に よ っ

て 区分け す る と,表1-2の よ うに な る。 これを さら に,同 義 右 欄 に 示す よ うに

ま とめあげ,建 設 業 を含む製 造 業86,商 業171,サ ー ビス 業そ の他61と す

る。

つ ぎに 規模 別 分類 で あ るが,中 小企 業 基本 法 の規 定 な どを参 考 に して,製 造 業

と商 業 の分類 基準 を区 別す るこ とに し,建 設 業を 含む 製造 業 につ いて は,従 業 員

100人 未 満 を 小規模,100人 以上300人 未満を 中 規模,300人 以 上 を大

規模 とした。 商 業 とサー ビス業そ の 他 につ い て は,50人 未満 を小 規模,50人

以上100人 未満 を 中規模,10Q人 以上 を大 規模 とし た。 なお す でに 述 べ た よ

うに,製 造 業 な どは50人 未満 を,ま た 商業 な どでは20人 未満 の もの を,あ ら

か じめ調 査対 象か ら除 い てあ る。 業種 別 分類 と規模 別分 類 の組 み合 わせ ば.表1

-3に 示 す とお りで あ り,規 模 別 集 計 に際 して使 用 した 区 分け は,同 表 下欄 の よ

うに,小 規模110,中 規 模102,大 規 模106と な る。

地 域 別 の 分類 につ い ては,表1-1に ある ように・ まず 地場 企 業 と道外 企 業 に

分け られ る。 調 査対 象の選 定 にか ん し て述 べ た とお り,こ こで道 外 企 業 の 出先 事

業 所 は,札 幌市 に 設 置 され た もの に限 られ てい るか ら,そ れ と対比 す る とい う観

点 か らして も,ま た道 内 にお け る地域 区 分の 観点 か らして も・ 当然札 幌 市 が ひ と
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つ の地 域 として選 ばれ る。 した が って,札 幌 市以 外 の9市 は,こ れ を 総 ま とめに

して ・ た とえば 「札 幌 市以 外 の地 域 」 と名 づけ る こ とが で きよ う。

これ ら9市 と札 幌市 との距 離,あ る いは位 置的 な関 係 を,簡 略 な形 で図 示 す る

と,お お よそ図 一1の よヲに あ らわす こ とがで き る。 ここで 時 間距 離 とい うの は,

各 市か ら国 鉄 を 利用 して札 幌 へ行 く場 合 の所要 時 間 で あ り,特 急の うち 最 も短 か

い時 間 の もの,特 急 が な い区 間 に つ い て は,'急 行 も し くは 普通 の うち所 要時 間

の 最 も短 か いもの を選 び,そ れ らを 線 分 の長 さで 示 して あ る。 乗 り換 え連 絡 のた

あ の時 間 は省 いた。 この時 間 距離 で み ると,札 幌 市 を 中心 とす る特 急110分 圏,

すな わ ち札 幌 市,小 樽 市,苫 小牧 市,旭 川 市,室 蘭市 を ひ とつの地 域 と して扱 い,

そ の 他の5市 と区 別 す る こ と もで き よ う。適 当な 名 称が ない の で,誤 解 され るお

そ れ も若 干 あ るが,前 者 をか りに 「道央 地域 」と よび,後 者 を 「道 央以 外の地域」

と よぽ、う。

さ らに,地 場企 業 の経 営的 事項 にか んす る質問 の うち,市 場 別需 要 につ い て,

「道 内 市場だ けで 十 分 」と答 えた企 業群 と,「 道 内市 場だ け では 不十 分 」で,か

つ 「すで に道 外 市場 へ 進 出 して い る 」もの と,「 道 外市場 へ積 極的 に 進出 した い」

と答 え た ものを あ わせ た企業 群 を 考 える こ とが 可 能 であ る。 道 外企 業の出 先事 業

所 群 と比 較 すべ き もの は,上 記 の よ うな所在 地 別 の地域 区 分で は な くて,こ う し

た取 扱 い 市 場の広 狭 に よ る分類 で あ る と い う こと もで き よう。 「道 内市場 だ けで

十分 」 と答 えた 企 業は,業 務 の性 格 上 「進 出の 余地 はな い 」 もの,道 外市場 につ

い て 「情 報不 足で わか らな い 」 もの,あ るい は進 出 を 「検 討 して い る」 もの な ど

を 含 んで い るが,こ れ らを 一括 して 「道 内 市場 企業 」 と し,「 すで に 進 出 して い

る 」と答 えた 企業 に,積 極的 に進 出 した い と考 え て い る ものを あ わせ て,「 道 外

進 出企 業 」 とよぶ こ とにす る。

地 域 別 分類 に よ る回 収調 査 票 の数 は,表1-4の とお りで あ り,ま た経 営的 事

項 に よ る分類で の それ は,表1-5の とお りで あ る。
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表1-2

業 種 別 分 類

産 業 分 類 回 収 数 集 計 分 類

建 設 業 7

86

製 造 業 79

卸 売 業 137

171

小 売 業 34

金 融 ・ 保 険 業 16

不 動 産 業 4

61

運 輸 ・ 通 信 ・ 公 益 事 業 20

サ ー ビ ス 業 22

表1-3

規 模 別 分 類

規 模

業 種
小 中 大 計

建 設 業 を 含 む 製 造 業

商 業

サ ー ビ ス 業 そ の 他

38

59

13

36

53

13

12

59

35

86

171

61

計 110 102 106 318

「
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小 樽(30)

(265)

1≦薗β盲(245)

札 幌(0)

苫 小 牧(52)

室 蘭(110)

獅(375)

]ヒ 見(288)

釧 路(340)

図 一1時 間 距 離(国 鉄,単 位 分)
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表1-4

地 域 別 分 類

回 収 数 分 類 そ の1 分 類 そ の2

札 幌 市 129 129

小 樽 市 10
「道 央 地 域 」

17白4

苫 小 牧 市 16

旭 川 市 9

室 蘭 市 10 「札幌市 以外

の 地 域 」

帯 広 市 17 105

函 館 市 10

「道 央以外の
北 見 市 13 地 域 」

60

釧 路 市 8

稚 内 市 12

道 外 企 業 84 84 84

表1-5

経 営 面 で の 分 類

回 収 数

道 外 企 業

地 場 企 業

道 内 市 場 企 業

道 外 進 出 企 業

そ の 他

84

105

92

37

計 318
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皿 情 報 の 必 要 性 に つ い て

t.全 般 的 な 考 察

必要 度 が比較 的 高 い と考 え ら れる10種 類 の情 報 につ いて,そ れ らの 必要 の 度

合 を全 体的 に と りま とめて み ると,表 皿一1の よ うに なる。 同義 に示 した%は,

各情 報 項 目 ご との1も っ と欲 しい 」 「今で 十 分だ 」 「必 要 とし ない 」 お よび 無 回

答 の構 成比 で あ り,横 の合 計 が100%に な るも ので あ る。

「も っ と欲 しい 」 と い う回 答 をみ ると,80%を こ える 「経 済 情 報 」 が 特 に 多

く,つ ぎ に60%代 の 「地域 開発 情 報 」 「流通 情報 」 「人口 ・労働 力 情 報」 「行

政情 報 」 「各 種 統 計情 報 」 の グル ープ と,40～50%の 「環境 情 報 」 「産業 技

術 情報 」 「交 通 情 報 」 「所在 情報 」 の グル ー プに 分け る こ とが で キ よ う。 「今で

十分だ 」 とい う回答 に つ いて は,30%を こえ る 「各 種 統計 情 報 」 を のぞ き,

18～26%の 範 囲 に集 中 して い る。 「必 要 と しない 」 とい う回答 は,お お よ そ

の とこ ろ 「も っ と欲 しい 」 と逆 の関 係 に な って お り,そ れに 「回答 な し 」 を加 え

る と一層 は っき りす る。

北 海道 情 報 科 学 調査 研 究 会 が47年9月 に 実施 した 「情報利 用実 態 調 査 」 の,

民 間 企業 にか んす る集 計(264企 業 、に よれ ば,経 済 情報 を必要 とす る 回答 は

70%に 近 く,人 口 ・労働 力情 報,流 通 情 報,地 域 開発 情報,お よ び各 種 統 計 情

報 は い ず れ も50%台 で,行 政情 報 は50%を わ ず か なが ら下 回 って お り,こ れ

に 「将 来 必 要 で あ る」 とい う回答 を加 え る と,経 済 情 報 は85%に,行 政情 報 は

76%と な り,上 記 の そ の 他 の諸 情 報 は す べて80%前 後 に上が る。 今回 の調 査

は,必 要性 の度 合 を 「も っ と欲 しい 」 「今で 十 分 だ 」 とい う形 で と らえた も ので

あ るが,全 体 的 な傾 向は ほ ぼ1同じ とは い え,必 要 度は さらに高 ま って い る と考 え

られ るo
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た だ 「各 種 統計 情 報 」 につ い て,「 今 で 十分 だ」 とす る企業 が31・8%も あ

るの は,ど の よ うに解 釈 すべ き で あろ うか 。 それ は,需 要 が 十分 に満 た され て

い るの か,あ るいは 必要 度 が 実際 に低 い のか,そ れ とも素材 の ま まの デー タで

は 十分 に利 用 しきれ ぬ た め な のか,統 計 情 報 の内容 に 立ち い って検 討 しなけれ

ば な らな い問題 で あ ろ う。

必 要 な 情報 の種 類 につ い て,業 種 間 の差異 は か な り きわ立 って い る。 表 皿一

2は,建 設 業 を含 む 製 造業,商 業(卸 売 ・小売業),サ ービス業 そ の他 とい う

業 種 ご とに,前 表 と同 じ回答 別構 成 比 を計 算 した もの で あ る。 「も っ と欲 しい」

とい う回答 につ い て の順位 で比 較 す る と,製 造 業 な どで は 第 】位 が 「経済 情報 」,

第2位 が 「人 口 ・労働 力情報 」.第3位 には 「流通 情 報 」 と 「産 業技 術 情報 」

が は い る。 とこ ろが商 業 で は1位 「経 済 情 報 」,2位 「流通 情 報 」,3位 「地

域 開発 情 報 」 とい う順序 に な り,そ して サ ー ビス業 そ の他 にお いて は,・1位 が

「地 域 開発 情報 」,2位 「経 済 情報 」,3位 が 「人 口 ・労働 力 情報 」 とい うこ

とに な る。 どの業 種 で も,1位 の情 報種 類 は80%を こ える高率 で あ る 。 「も

っ と欲 しい 」率 の最 低 は,製 造 業 な どで は4&8%の 「交通 情報 」,商 業 では

36.30/・ の 「所在 情 報 」,サ ー ビス業 その他 で は 「産 業 技術 情報 」 で あ って,

それ は27.9%と 特 に 低 い。

企 業 規模 別にみ る と.表R-3の ように,「 もっと欲 し凶 が 最 も多 いのは,す べての

規模をつうじて 「経済 情 報」であり,府 政情 報」 「人口 ・労 働 力情 報」 「流 通情 報」 剛

域開発情報」「各種統讃青報」カ～小規模では50～60%,中 規 模 および大規 模 では60～70

%と い う グル ープ を形 成 し,そ の他 の情 報 は各 規 模 と も さらに 一段 低 い率 にな

る と い う,全 体 的 な特 徴 は共通 してい る。 しか し,「 人 口 ・労 働 力情 報 」 「地

域 開発 情 報 」 「交通 情 報 」 「環 境 情 報 」 「各 種統 計情 報 」は,規 模 が 大 き くな

るに した が って,「 もっ と欲 しい」率 が 高 くな り,「 産 業 技術 情報 」 を除 き,
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総 じて 企業 規 模 の拡 大 に ともな い,情 報 の必 要 度 は高 ま って い る と み られ る。

総 数 に かん す る考 察 で 問題 とされた 「各 種 統計 情 報 」 も,「 今 で 十分 だ」 とい う

率 は,規 模 が大 き くな るに した が って下 が り,ま た 「必要 としな い」率 も 同様 に.

規 模 とと もに明 らか に 低 下 して い る。

地域 別では ど うか 。 表 皿一4あ るいは これ に義 血一5の 道 外 企 業 をい れ て 比較

す る と,「 も っ と欲 しい」 とい う回答 が,「 経 済情 報 」に つ いて 最 高で あ る こ と

は共 通 して い るが,第2位 は,札 幌 市 および道 央 地域 では 「人 口 ・労 働 力情 報 」,

札 幌 市以 外 の地 域 あ るいは道 央以 外 の 地域 で は 「流通 情 報 」,そ して道 外 企業 で

は 「地 域 開発情報 」 とな る。注 目すべ き ことは.「 行政 情 報 」が 道 央地 域 で第3

位 に,ま た 札幌 市以 外 の地 域 で も3・4位 にな りな が ら,道 央 以 外 の地域 で は50

%を 下 まわ る低率 にな って い るこ とで あ り,そ れは 「行政 情報 」 の需 要 が,・札幌

市 を と りま く特 急 】10分 圏 で特 に 多 い こ とを意 味 す る。 道央 以 外 の地域 で は,

「人 口 ・労 働力 情報 」 へ の需 要 も相対 的 に低率 で あ り,「 環 境情 報 」へ のそ れが

比較 的高 率 に な って い るo

「今で 十分 だ 」 とい う回答 は,ど の地 域 に つ いて も 「各種 統 計情 報 」が高 率 を

しめ るが,札 幌 市 以外 の 地域 で は.「 産 業技 術 情報 」や 「環 境 情報 」 も30%を

越 え,道 央 以 外 の地域 で は,「 人 口 ・労働 力情 報 」や 「産 業 枝 術 情報 」 も30%

に 達 して お り,道 外企 業 では 「交 通 情報 」 も30%を 越 え てい る?ま た ・ 「必要

とし ない」 企業 が30%を 越4る のは,札 幌 市以 外 の地域 お よび 道 央以 外 の地域

に お い て 「所 在情報 」,道 外企業 につ い ては 「産 業 技 術 情報 」 と 「所在 情 報 」 で

あ る。た だ し,こ の調 査 で の道 外企 業は,札 幌 市所在 の もの に限 定 され てい る こ

とを注 意 しなけ れ ば な らな いo

経 営 面で の分 類 につ い ては,表 皿一5の とお りで あるが,道 外 市場へ 進 出 し ま

た は 積極 的 に 進 出 しよ う と して い る地場 企 業 は,道 内 市場 だ け で 十分 な地場 企 業
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に くらべ て,す べ て の情 報 につ いて 必要 度 が高 くな って お り,そ の差異 は 特 に,

「流 通 情報 」 「産 業技 術情 報 」 お よび 「所在 情報 」 に お いて,き わ 立 ってい る。

「所在 情 報 」は,前 記 の地域 別 で みて も,経 営的 な 分類 につ い て も,す べ て 「

も っと欲 しい 」 とい う回 答率 が最 低だが,道 内 市場 企業 では30%を わ って い

る。道 外 企業 の特 徴 は,地 域 別 の比較 にお いて すで に触 れた とこ ろで も あ るが,

道 外進 出 地場 企業 に くらべ,「 経 済 情報 」 と 「地 域 開発 情 報 」が 若干 高 く,「

人 口 ・労 働 力情報 」 「交通 情 報 」 「産業 技 術 情報 」 「所在 情 報 」な ど につ いて,

特 に低 くな ってい るo

道 内 市場 で 十分 な企業 は,全 般 的 に情 報 の必要 度 が 低 く.「 今で十 弁 だ 」 と

回答 した企 業 の割 合 が30%を 越 え,あ るい はほ とん ど3・0%近 くにな っ てい

る情報 は,7種 類 に も お よん でい る ので あ る。
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表fi-1

情 報 の 種 類 と 必 要 度

(%)

区 も っ と 今 で 必 要 と 回 答
分

項 目i
↓

欲 し い 十 分 だ し な い な し

行 政 情 報 61.9 23.6 101 4.4

経 済 情 報 8L1 18.6 0.3 一

人 口 ・労 働 力情 報 64.8 25.2 6.3 3'8

流 通 情 報 65.4 24.5 98 α3

地 域 開 発 情 報 6&2 21.7 1α1 一

交 通 情 報 48.4 24.2 20.1 7.2

産 業 技 術 情 報 491 25.8 226 25

環 境 情 報 528 255 2α 】 1.6

所 在 情 報 4(19 26.1 2&6 44

各 種 統 計 情 報 6LO 31.8 3.4 3.8



1
9

ー

表H-2

情 報 の 種 類 と必 要 度(業 種 別)

(%)

業 製 造 業 な ど 商 業 サ ー ビ ス 業 そ の 他

種
別 も っ と 今 で・

必要 と 回 答 も っ と 今 で 必要 と 回 答 も っ と 今 で 必要 と 回 答
'1項 目

欲 しい 十分 だ しな い な し 欲 しい 十分だ しな い な し .欲 し い 十分だ しな い な し

行政情報 6&6 17.4 10.5 a5 59.6 23.4 12.3 4.7 590

.

328 3.3 4.9

経 済 情 報 8α2 19.8 一 一 84.2 15.8 一 一 73.8 2▲6
皇

1.6
一

人口 ・労 働力情報 77.9 17.4
一

4.7 59.6 26.9 8.8 4.7 607 31.1 &2
一

流 通 情 報 697 26.7 35 一 69.6 22.2 7.6 0.6 47.5 27.9 246 一

地域 開 発 情 報 625 29.5 &0 一 6(輪1 19.9 】3、5 0.6 80.3 】48 33 L6

交 通 情 報 4&8 27.9 19.8 35 45.6 2Z2 21.6 1{L5 55.7 24.6 16.4 3.3

産業技術情報 69.7 221 8.] 一 4(L2 21.1 28.] 47 27.9 44.3 27.9 一

環境 情 報 648 27.3 &0 一 47.4 21.6 26.9 4.1 49.2 328 】&0 一

所在情報 523 20.9 23.3 3.5 3a3 25.7 327 5.3 37.7 34.4 24.6 33

各種統計 情報 66.3 27.9 5.8 一 61.4 3LO 1.8 5.8 525 3{玩3 49 33



ー

e。
g。

ー

表ll-3

情 報 の 種 類 と必 要 度(規 模 別)

(%)

規
模

小 規 模 中 規 模 大 規 模

別
も っ と 今 で 必 要 と 回 答 も っ と 今 で 必要 と 回 答 も っ と 今 で 必要 と 回 答

項 目
欲 しい 十分だ しな い な し 欲 しい 十分だ しな い な し 欲 しい 十分だ しない な し

行 政 情 報

、

54.5 18.2 12.7 145 65.4 24.3 10.3 一 63.2 27.4 6.6 a8

経 済 情 報 81.8 1&2 一 一 77.5 225 一 『 84.0 15.1 α9 一

人口労 働力 情報 5&2 23.6 10.0 &2 627 2丘5 6.9 3.9 729 25.2 1.9 一

流 通 情 報 636 24.5 10.9 0.9 66.7 26.5 6.9 一 660 226 1L3 一

地 域 開 発 情 報 60.9 28.1 10.0 0.9 70.6 17.6 9.8 20 736 18.9 7.5 一

交 通 情 報 3a6 29.1 20.0 17.3 539 20.6 24.5 1.0 58.5 226 16.0 28

産業技術情報 47.3 27.3 2α9 45 56.9 157 24.5 29 43.4 34.0 226 一

環 境 情 報 48.2 30.9 15.5 5.5 524 21.4 2〔L2 一 575 236 18.9 一

所 在 情 報 39.1 3α0 264 4.5 37.3 25.5 324 49 46.2 2a
.6

27.4 38

各種統計情報 54.5 355 45 5.5 61.8 30.4 ag 39 67.0 2{L2 L9 1.9
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表n-4

情 報 の 種 類 と 必 要 度(地 域 別)

(%)

地
域

利 幅 市 札幌 市以外 の地域 道 央 地 域 道央以外 の地域

別
もっと 今 で 必要と 回 答 もっと 今 で 必要と 回 答 もっと 今 で 必要と回 答 もっと 今 で 必要と 回 答

項 目 欲 しい 十分だ しない な し 欲しい 十分だ しない な し 欲しい 十分だ しなし な し 欲しい 十分だ しない な し

行政情報 636 2a4 10.1 一 638 17.1 7.6 11.4 6{LO 20.1 10.9 一 4&3 28.3 3.3 20.0

経済情報 829 17.五
} 一 76.2 23.8 一 一 80.5 19.5 一 一 78.3 21.7 一 一

人 口 ・労 働 力

情 報
73.6 21.7 47 一 590 25.7 3.8 1L4 73.6 21.3 52 一 48.3 30.0 1.7 200

流通情報 66.7 21.7 10.1 L6 67.6 26.7 5.7 一 65.5 241 9.8 0.6 71.7 233 5.0 一

地域開発情報 69.0 18.6 12.4 一 638 26.7 駄5 一 67.8 2α7 11.5 一 633 26.7 1α0 一

交通情報 58.9 23.3 15.5 23 41.9 19.0 2LO 18.] 55.7 24.7 17.8 1.7 3&3 11.7 18.3 31.7

産業技術情報 59.7 20.9 163 31 44.8 333 21.0 1.0 546 25.3 17.8 2.3 48.3 30.0 20」0 1.7

環境情報 55.8 24.8 17.8 輻6 49.5 3α5 190 1.0 51.1 28.7 1&4 1.7 583 233 18.3 一

所在情報 45.0 25.6 225 7.0 4LO 238 324 29 45.4 25.9 24.】 46 3&7 21.7 350 67

各種統計情報 65.1 2&7 4.7 L6 59.0 3L4 1.0 8.6 632 29.9 a4 34 60.0 300 L7 &3
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表 皿一5

情 報 の 種 類 と必 要 度(経 営 面 で の 分 類)

道 内 市 場 企 業 道 外 進 出 企 業 道 外 企 業
経営醐1」

も っ と 今 で 必要 と 回 答 も っ と 今 で 必要 と 回 答 も っ と 今 で 必要 と 回 答

項 目
欲 し い 十分だ しな い な し 欲 しい 十分だ しな い な し 欲 し い 十分だ しな い な し

行政情報 543 324 12.4 1.0 66.3

、

27.2 6.5 一 57.1 27.4

`

13.1 2.4

経 済 情 報 74.3 25.7 一 一 837 16.3 一 一 845 14.3 1.2 一

人 口 ・労働力情報 6L9 2⑨5 8.6 一 76.1 23.9 一 一 58.3 29.8 11.9 一

流 通 情 報 56.2 2〈L5 133 1.0 75.0 21.7 a3 一 60.7 26.2 13.】
一

、

地域 開 発 情 報 600 26.7 12.4 1.0 7α7 19.6 9.8 －

A

726 2α2 7」 一

交 通 情 報 53.3 20.0 24.8 1.9 5⑨8 261 1▲1 一 40.5 321 26.2 1.2

産業技術情報 41.9 31.4 22.9 38 65.2 23.9 109
一 38」 23.8 34.5 36

環境情報 44.8 30.5 229 1.9 565 293 14.1 一 52.4 20.2 25.0 24

所在情報 29.5 2{λ5 36.2 4.8 54.3 18.5 21.7 5.4 345 29.8

一

3a3 24

各 種統計 情報 5《L2 352 5.7 29 641 31.5 ▲3 一 57.1 36.9 4.8 1.2



2.行 政 情 報

行政 情報 について 「もつと欲 しい」と陣 暮 した 企 業が,全 体 の61・9%を しめ,

・「今で十分だ」と1回答 した 企業 が ,全 体 の2a6%を しめ て いる こ とは,す で に表

9-1で 示 した 。 これ らの企 業 につ いて,ど の よ うな 行 政情 報 を必 要 としてい

るカ㍉ あ るいは利 用 してい るか を問 うと,表 皿一6の よ うな結果 が え られ る。

この%は い うまで も な く.,企 業数 にた い す る回答 の割合 で あ り,回 答 は 複 数回

答 で あ る。

・行政統 計 資料 よ りも
,行 政 動向 にか んす る情 報 のほ うが 高 い必要 度 を も って

お り,地 域 区分 とし ては,北 海道 全 体,全 国,道 内 地域 ブ ロ ック,市 町村 の 順

にな る。統 計 資料 の必 要 度 が低 いのは,動 向 よ りも入手 が遅 れ るこ と,利 用 し

に くい表革 を と って い る ことな ど の理 由 と思 わ れ る カ㍉ 規模 別や そ の他 の分 類

では ど うか 。 また,北 海 道 全体 の 行政 動 向 につ い ての関 心 が 高 い のは 当然 で あ

るが,地 域 別 にみ た場 合 は ど うな って い るで あ ろ うか 。

まず,表R-7の 規 模 別 に観 察 す る と,行 政 統 計 資料 の必要 度は,規 模 が大

き くな るに した が って 高 くな って お り,ま た 行 政 の動 向 にか んす る情 報 につ い

,て は,小 規 模 お よび 中規 模 は とも に,「 も っと欲 しい 」 もの と して 「道 」 と 「

全 国 」 とが 同 じ で,「 今で 十分 だ」 をいれ る と 「道 」 がや や 多 くな り,大 規 模

で は 「道 」 が高率 で,し か も 「地 域 ブ ロ ック」が 「全 国 」 よ り若干 高 くな って

,い るo

つ ぎに,表ll-8の 地域 別お よ び経 営 面 で の 分類 別で み る と,地 場 企業 に つ

いて は,ど の地 域 でも 「道 」 よ り 「全 国 」 が 多 く,道 外 企 業 では逆 に,「 道 」

の方 が か な り多 く,「 全 国 」は 「地域 ブロ ック」 よ り少 ない。 す なわ ち,全 体

にか んす る 表ll-6で 「道 」 が最 も 多か った のは.上 記 の地場 企 業 の特徴一と,

一一26一



道 外 企業 の特 徴が 総 合 された 結 果 な ので あ る。 道 外 企業で,「 地域 ブ ロ ック」 が

「全 国 」 よ り多い のは.か な らず しも大 規模 企 業 の特 徴 と合 致す る もの で な い。

大 規模 企 業 では,「 地域 ブ ロ ック 」 にか んす る需 要 が高 まって,「 全 国 」 の それ

を越 え たので あ り.道 外 企 業 で は.「 全 国」 にか ん す る需 要 が.「 地域 ブ ロ ック」

の そ れ とと もに低 い とい うべ きで あろ う。

た だ し地場 企 業 を,道 内市場 で 十分 な企業 と道 外 市場へ 進 出す る企 業 に分 け る

と,前 者 で は 「道 」 の 方が 多 く,後 者 では 「全 国」 の方 が多 くな って い る。 対 応

す る市場 の性 格 か ら考 え て.当 然 の差 異 とい え よ う。
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表 皿一6

行 政 情 報

(%)

回 、 も っ と 今 で

項 答 合 計

目
欲 し い 十 分 だ

行 政 統 計 資 料 19.8 10.4 30.2

行 政 の 動 向 428 132 56.0

全 ・国 258 5.7 31.4

道 30.2 7.5 37.7

地 域 プ ロ ツ ク 16.4 5.7 22.0

市 町 村 142 38 17.9

そ の 他 35 0.9 4.4

一28一



表 皿 一7

行 政 情 報(規 模 別)

(%)

項 目 規 模 別 小 中 大

も っ と 欲 し い

行 政 統 計 資 料 155 16.8 26.4

行 政 の 動 向 40.9 40.2 44t.3

全 国 26.4 26.2 236

道 26.4 26.2 36.8

地 域 プ ロ ツ ク ・ 10.9 13卍 24.5

市 町 村 82 14.0 198

そ の 他 27 3.7 3.8

今 で 十 分 だ

行 政 統 計 資 料 100 103 10.4

行 政 の 動 向 12.7 12.1 14.2

全 国 55 4.7 6.6

道 6.4 6.5 94

地 域 プ ロ ツ ク 55 2.8 8.5

市 町 村 3.6 0.9 6.6

そ の 他 2.7 4.7 正9
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表 皿 一8

行 政 情 報(地 域 別,経 営 分 類 別)
(%)

地域 経営

項 目
札 幌 市

札幌市以外

地 域

道 央

地 域

道央以 外

地域

道内 市場

企業

道 外 進 出

企 業
道 外 企 業

も っ と 欲 し い

行政 統計資料 24.8 16.2 21.8 18.3 16.2 26.1 167

行 政 の動 向 450 38.1 448 3a3 一 一 440

全 国 302 29.5 322 23.3 1&1 295 14.3

道 295 26.7 31.0 20.0 229 238 35.7

地 域 プロツク 15.5 1&1 16.1 18.3 8.6 163 155

市 町 村 14.7 162 167 11.7 1α5 1ao 10.7

そ の 他 4.7 1.9 4.0 1.7 29 3.3 36

今 で 十 分 だ

行政 統計 資料 &5 1a3 8.0 18.3 133 120 95

行 政 の 動 向 147 11.4 13.2 133 一 一
131

全 国 7.8 7.6 &0 6.7 7.6 7.6 一

道 7.8 6.7 8.0 5.0 11.4 7.6 8.3

地 域 ブロック 39 29 3.4 3.3 3.8 4.3 1■9

市 町 村 4.7 1.9 34 3.3 4.8 4.3 4.8

そ ● 他 3.1 1.9 23 33 124 L1 48



表 皿一9

行 政 情 報(業 種 別)

(%)

業 種 別
製 造 業 な ど 商 業 サービス業そ の他

項 目

も っ と 欲 し い

行 政 統 計 資 料 26.7 16.4 19.7

行 政 の 動 向 50.0 3&6 426

全 国 372 20.5 24.6

道 326 28.6 31.1

地 域 ブロック 17.4 15.8 16.4

市 町 村 15.1 129 16.4

そ の 他 3.5 23 6.6

今 で 十 分 だ

行 政 統 計 資 料 93 8.8 1〔 ト4

行 政 の 動 向 9.3 11.7 230
'

全 国 4.7 4.7 9.8

道 4.7 &8 &2

地 域 ブ ロック L2 5.8 1■5

市 町 村 ■2 35 8.2

そ の 他 23 29 49
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5.経 済 情 報

経済 情報 にた い する必 要 度 は,,他 の種 類 の情 報 に くらべ て,き わめ て 高 い も

ので ある こ とは,表 皿一1'で 観 察 した とお りで あ る。81・1%の 企 業 が も っと

欲 しい と望 み,18.6%の 企 業が 今で 十分 だ と答 え て い るが,そ れ ら99.7%

の企 業 に,ど の よ うな経 済 情報 を 必要 と して い るか,あ るいは 利 用 して い るか

を問 い,ま とめ あげ た ものが表ll'-10で あ る。

50%近 し・企業 が 「道 内景 気 の動 向 」 につ い て 「も っ と欲 しい 」 と答 え.つ

ぎ は 「商品 の需要 動 向 」で あ り,「 今で 十 分だ 」 も含 め る と,こ の2つ の動向

に かん す る情報 を必 要 と し利 用 し てい る企 業 は.50%以 上 とい う ことに な る。

そ して.「 金 融機 関 の融資情 報 」 「消費者 動 向 」 「仕 入 ・販 売 価格 の動 き 」 「

同業者 の営 業方 針 」の 順 で これ に つづ く。

必 要な 経済 情 報 の 種類 は,業 種 別 にみ る と当然 いち じ る しい差 異 が あ る。表

皿一11は,も っと欲 しい と答 えた 企業 につ いて のみ,業 種 別 に集 計 し.業 種

別 の企 業 数 にた いす る回答 の%を 示 した も ので あ るが.商 業 では,1位 「道 内

景 気 の動 向 」,2位 「商 品 の 需要 動 向 」が 群 を抜 き.3位 は 「消 費者 動 向 」.

つ づ いて 「仕 入 ・販 売 価格 の動 き 」 とな る。 しか し製造 業 な どで は.、1位 「仕

入 ・販 売価格 の動き 」,2位 「商品 の需要 動 向 」 のつ ぎに.「 道 内景気 の 動向 」

と 「金融 機 関 の 融資 情報 」 が く る。 サ ー ビス業 そ の他 で は ㌧1位 に 高率 の 「道

内景気 の動 向 」 が くるこ とは商 業 と同 じで あ るが.2位 はか な り下 って 「税 務 ・

制 度融 資 な どの政 府 施策 」,お よび 「消費 者 動 向 」 とな り.つ づ いて 「金融 機

関 の融 資情 報 」 が くる。

規模 別 にみ た場合,表 皿一12か ら明 らか な よ うに.「 道 内景 気 の動 向 」や

「商 品 の需要 動 向 」は.ど の規 模 にお いて も上位 か つ 高率 で あ るが.特 に 注 目
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すべ きこ とは,「 金 融機 関 の融 資情 報 」 の必 要 度 に顕 著 な規模 格 差 がみ られ,規

模 が小 さ くな るほど,そ の 必要 度が 目立 って高 くな る こ とで あ る。 それ とは逆 に.

「海外 や 全国 の景気 動向 」の必 要 度は.「 海外 や 全 国 の景気 動向 」 の 必 要 度は.

全 般 的 に あ ま り高 くは な いが.規 模 が 大 き くな るに した が って.着 実 に高 ま る。

表H-13の 地域 別で は,道 央 地域 特 に札 幌市 で 「道 内景 気 の動向 」が高 く、

札 幌 市以 外 の地域 お よび道 央以 外 の地域 で は,「 商品 の需要 動向 」 の方が 明 ら か

に 高 く,.そ して 「仕 入 ・販売 価格 の動 き」が 「道 内景気 の動 向 」 を若 干 越 え る。

また札幌 市 と道央 地域 で は,2位 「商品 の需 要動 向」の つ ぎに.か な り高い 率 で

「同 業者 の営業 方針 」がつ づ く。 これ らは.企 業競争 の態様 にか んす る地 域的 な

差異 を反映 す る もので あろ う。

経 営 面 の分類 で は,道 外 企 業 の70%が 「道 内景 気 の動 向 」 を も っ と欲 しい と

考 えて い る こ とが.際 立 った 特徴 で あ り,道 外 進 出企 業 は 「商品 の需要 動 向 」 を.

道 内 市場 で 十分 な企業 は 「道 内景 気 の動 向」 の方 を最 も望 ん で い る。

な お,こ こで と り上げ た 経済 情 報 と,後 出の各 種統 計 情 報 のな か の経 済統 計 情

報 との違 い を,注 意 す る 必要 が あろ う。 そ の点 につ い ては 後 に触 れ る ことに し よ

う。
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表 皿一10

経 済 情 報
(%)

区 分 も っ と 今 で

項 目 欲 し い 十 分 だ

金 融 機 関 の 融 資 情 報 333 7.2

新 製 品 の 開 発 や 発 表 255 5.0

同 業 者 の 経 営 方 針 327 6.0

商 品 の 需 要 動 向 431 69

仕 入 ・販 売 価 格 の 動 き 3ao 7.2

道 内 景 気 の 動 向 491 94

海 外 や 全 国 の 景 気 動 向 2ao 38

政府施策(税 務、制度融資 など) 258 63

消 費 者 動 向 333 σ0

生 産 状 況 236 41

商 品 市 況 223 38

そ の 他 α9 0.3
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表 皿一11

も つ と欲 しい 経 済 情 報(業 種 別)

(%)

業種別

項 目

製 造 業

な ど
商 業

サ ー ビス業

そ の 他

金 融 機 関 の 融 資 情 報 36.0 322 328

新 製 品 の 開 発 や 発 表 326 2σ9 1t5

同 業 者 の 営 業 方 針 337 33.3 29.5

商 品 の 需 要 動 向 38.4 526 23.0

仕 入 ・販 売 価 格 の 動 き 442 3《13 8.2

道 内 景 気 の 動 向 36.0 538 5↓1

海 外 や 全 国 の 景 気 動 向 25.6 222 21.3

政 府 施 策 31.4 199 344

消 費 者 動 向 25.6 36.8 34.4

生 産 状 況 29.1 240 148

商 品 市 況 23.3 25.7 11.5

そ の 他 一 1.8 1.6
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表ll-12

も つ と 欲 し い 経 済 情 報(規 模 別)

(%)

、

規 模 別

項 目
小 中 大

金 融 機 関 の 融 資 情 報 45.5 31.4 226

新 製 品 の 開 発 や 発 表 2&2 21.6 264

同 業 者 の 営 業 方 針 31.'8 き1.4 349

商 品 の 需 要 動 向 4α9 41.2 47.2

仕 入 ・販 売 価 格 の 動 き 300 3&2 31.1

道 内 景 気 の 動 向 500 45.1 51.9

海 外:や 全 国 の 景 気 動 向 2α0 225 26.4

'

政 府 施 策 26.4 27.5 23.6

消 費 者 動 向 300 28.4 41.5

生 産 状 況 24.5 2&4 17.9

商 品 市 況 236 18.6 24.5

そ の 他 α9 1.0 α9
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表fi-13

も つ と欲 しい経 済 情 報(地 域 別,経 営 分 類 別)

(%)

地域経営 札 幌 市
札幌以外 道 央 道 央以 外 道 内 市 場 道 外 進 出

道外企業
項 目 地 域 地 域 地 域 企 業 企 業

金 融 機 関 の融資情 報 41.1 24.8 35.6 2&3 34.3 30.4 321

新 製 品 の 開発や発 表 31.8 20.0 27.6 ・2a3 21.0 2{L3 226

同 業 者 の 営 業 方 針 43.4 238 40.2 1&3 30.5 304 27.4

商 品 の 需 要 動 向 46.5 3〔L2 41.4 43.3 37.1 4&9 46.4

仕入 ・販売価格 の動 き 35.7 35.2 35.1 367 3⑤2 3L5 26.2

道 内 景 気 の 動 向 527 27.6 43.7 350 438 34.8 70.2

海外 や全国 の景気動向 2▲8 19.0 24.7 15.0 17.1 2a1 250

政 府 施 策 27.1 248 28.2 2α0 24.8 23.9 25.0

消 費 者 動 向 35.7 25.7 328 267 267 348 39.3

生 産 状 況 26.4 238 25.3 250 2α0 23.8 190

商 品 市 況 264 21.0 24.1 233 18.1 3L5 17.9

そ の 他 23 LO L7 L7 LO 1.1 1.2



4.人 口 ・労 働 力 情 報

人口 ・労働 力情 報 にか ん して,「 もっ と欲 しい」 「今で 十 分 だ」 とす る企 業 に

た い し,さ らにそ の人 口 ・労働 力 情報 の種 類 として,人 口動態,労 働 市況,労 働

力構 成,賃 金 ・給与 動 向 な どにつ いて,全 国 にか ん す る もの,北 海 道 全体 にか ん

す る もの,北 海道 内 の市 町村 よ り も広 い地域 プ ロ ツ クに かん す る もの,市 町村 に

か ん す る もの の どれ を,'必 要 と しあ るいは 利 用 してい るか を尋 ね た。

結 果 は義 血一14に 示 す とお り,賃 金 ・給与 動向 にい ち じ る しくかた 寄 り,つ

づ いて労働 市 況,人 口動 態,労 働 力構成 の順 に な る。 これは,最 近 におけ る労働

力需給 のひ っ迫 を反映 す るも ので あ り,規 模 別(表fi-15)に み て も,業 種 別

(表 皿一16)に みて も,ま た地域 別(表ll-17)に み て も,全 く共通 な傾 向

とい え るで あ ろ う。

情 報 の地 区 別につ い ては,「 道 内 」が 最 も多 く,そ のつ ぎが労 働 関係 で は 「全

国 」,人 口動 態 で は 「市町村 」 とい う ことに な る。 中規 模 企 業や 小規 模 企 業 に お

い ても,全 国 に か んす る賃 金 ・給与 動向 の情 報 をか な り望 んで い るこ とは,注 目

に値 い しよ う。 た だ,「 道 内 」 にた いす る 「全 国 」の 比で,そ の要 求 度を は か っ

て み ると,業 種 別で は サ ー ビス業 そ の他,地 域 別 では 札 幌 市以 外 の地域,お よび

表il-18の 道 内 市 場 だ けで 十分 な企 業 に お い て は,あ ま り高 い とは い えな いQ

また,「 地域 ブ ロック 」 とい う中間 的 な広 さにか ん す る関心 は,全 般 的 に あ ま

り高 いもの で は な いが ・ 「道 内 」 にた いす る比 でそ の 度合 い を調 べて み る と,た

とえば賃 金 ・給 与 動 向 に つ いて,業 種 別で は製 造業 な ど,地 域 別 では札 幌 市 が,

や や 目立つ 高 さで あ る と考 え られ る。
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表ll-14

人 目 ・労 働 力 情 報

(%)

地 区 別
項 目

全 国 道 内 地域 ブロ ック 市 町 村

も っ と欲 しい 648

人 口 動 態 2&0 101 20.4 14.2 15.4

労 働 市 況 34.9 1《L4 236 11.0 79

労 働 力 構 成 21.7 9.4 15.1 6.9 6.6

賃 金 ・給.与 動 向 5&5 327 462 19.2 17.6

そ の 他 0.9

今で十分だ 25.2

人 口 動 態 1α1 1.9 4.7 3.1 L9

労 働 市 況 11.0 28 47 25 28

労 働 力 構 成 7.9 1.9 5.3 L6 1.3

賃 金'給 与 動 向 198 7.6 123 5.7 4.4

そ の 他 06
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表 皿一15

も つ と欲 しい 人 口 ・労 働 力情 報(規 模 別)

(%)

項 目 規模別 小 中 大

人 口 動 態 に つ い て 236 24L5 35.5

全 国 10.0 &8 11.2

道 内 145 20.6 262

地 域 プ ロ ツ ク 64 137 224

市 町 村 7.3 1a7 25.2

労 働 市 況 に つ い て 327 255 458

全 国 16.4 7.8 24.3

道 内 2α9 15.7 336

地 域 ブ ロ ッ ク 10.0 59 1(L8

市 町 村 64 49 121

労 働 力 構 成 に つ い て 191 17.6 2&0

全 国 10.0 98 &4

道 内 11.8 11.8 21.5

地 域 ブ ロ ッ ク 55 6.9 &4

市 町 村 &2 29 &4

賃 金 ・給 与 動 向 に つ い て 573 529 645

全 国 336 324 31.8

道 内 3&2 4a1 57.0

地 域 プ ロ ツ ク 1&2 20.6 1&7

市 町 村 136 17.6 21.5
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表 皿一16

も つ と 欲 しい 人 口 ・労 働 力 情 報(業 種 別)

(%)

業 種 別 製 造 業 サ ー ビ ス 業

項 目
な ど

商 業
そ の 他

入 口 動 態 に つ い て 291 263 31.1

全 国 128 82 11.5

道 内 1&6 21.1 21.3

地 域 ブ ロ ッ ク 93 15.2 1&0

市 町 村 7.0 17.5 21.3

労 働 市 況 に つ い て 51.1 269 34.4

全 国 233 123 1&0

道 内 27.9 2Lエ 246

地 域 ブ ロ ッ ク 128 11.1 &2

市 町 村 &1 7.0 98

労 働 力 構 成 に つ い て 233 1⑨3 26.2

全 国 15.1 4.7 148

道 内 15.1 14.6 16.4

地 域 プ ロ ツ ク 11.6 5.3 49

市 町 村 7.0 5.3 9.8

賃 金 ・給 与 動 向 につ いて 721 550 492

全 国 46.5 29.8 2t3
、

道 内 523 439 44.3

地 域 プ ロ ツ ク 2{L1 15.2 16.4

市 町 村 1{18 10.5 197
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表 皿一17

も つ と欲 しい 人 口 ・労 働 力情 報(地 域 別)

(%)

地 域 別 札 幌 以 外
項 目 札 幌 市 道 外 企 業

地 域

人 口 動 態 に つ い て 30.2 229 31.0

全 国 14.0 5.7 ⑨5

道 内 2α2 12.4 31.0

地 域 プ ロ ツ ク 12.4 11.4 202

市 町 村 1(19 124 26.2

労 働 市 況 に つ い て 3(輪4 35.2 321

全 国 15.5 ⑨5 26.2

道 内 20.9 229' 2&6

地 域 プ ロ ツ ク 1L6 7.6 143

市 町 村 7.8 7.6 8.3

労 働 力 構 成 に つ い て 24.0 2α0 202

全 国 1L6 67 9.5

道 内 1↓0 133 19.0

地 域 ブ ロ ッ ク 62 76 7.1

市 町 村 5.4 7.6 71

賃 金 ・給.与 動 向 に つ い て 659 57.1 4&8

全 国 41.1 2(LO 357

道 内 4a5 448 47.6

地 域 ブ ロ ッ ク 25.6 152 14.3

市 町 村 163 17.1 20.2
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表 皿一18

も つ と欲 しい 人 口 ・労 働 力情 報(経 営 分 類)

(%)

経 営 別

項 目 全 国 道 内 地域 プ ロツク 市 町 村

道 内 市 場 で 十 分

人 口 動 態 2.9 lL4 4.8 &6

労 働 市 況 29 14.3 4.8 57

労 働 力 構 成 38 7.6 5.7 6.7

賃 金 ・給 与 動 向 15.2 30.5 14.3 11.4

道 外 市 場 へ 進 出

人 口 動 態 7.6 10.9 5.4 6.5

労 働 市 況 1〔 鋭3 27.2 7.6 5.4

労 働 力 構 成 120 13.0 4.3 33

賃 金 ・給 与 動 向 30.4 424 120 &7
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5.流 通 情 報

流 通情報 を も っ と欲 しい と考 え る企 業 は65・4%・ .今で 十分だ とい うもの24・5

%,必 要 と しな い も1のが9・8%で あ る こ とは,す で に表 皿一1に おい て 考察 した 。

どの よ うな流通 情 報を必 要 と し,あ るじ・は 利用 してい るか につ いて は,表ll-19

の とお りで あ る。

「需 給 動 向」 が最 も 多 く,「 流 通 状 況 」 が これ に つ ぎ,さ らに 「輸 送状 況 」 「

流通 機構 」 「在 庫 状況 」が ほぼ 並列 的 に つ づ く。必 要 な流通情 報 の種 類 は,業 種

に よ って 当然 異 な るで あ ろ う。 も っ と欲 しい と回 答 した企 業 につい て,業 種 別に

示 す と表 皿一20の よ うに,ど の業 種 も第1位 は 「需 給 動 向」 で あ るが,第2位

は製 造 業 な どで は 「在 庫 状 況 」,商 業 お よび サ ー ビス業 そ の他 で は 「流通 状 況 」

とな り,商 業 に おけ る 「流通 状 況 」はか な り高率 で あ る。 サ ー ビス業 その他 では ・

各 種類 とも相対 的 に 低率 で あ るが,表fi-2で 明 らか な よ うに,こ の業種 では 「

も っと欲 しい 」 が も と も と低 く,ま た 「必 要 と しな い」 ものが相当 高か った。業

種 の性格 か ら い って,当 然 の ことで あ ろ う。

「需 給 動 向 」 が他 の 種 類 の流 通 情 報 を抜 い て,第1位 を しめ る とい うことは,

地域 別にみ るとか な らず しも当 ては まらな い 。表ll-21に よ る と,札 幌 市 では

明 らか にそ うで あ'り,第2位 の 「流通 状 況 」 は 「輸 送状 況 」 と並 ぶ。'道央 地 域 で

は,「 需給 動 向 」は1位 で あ るが 相対 的 に低 下 し,札 幌 市以 外 の 地域 で は,「 流

通状 況 」 の方 が 「需給 動 向 」 よ りも高 くな り,「 流通 機 構 」が 高 ま って く る。そ

して道央 以 外 の 地 域 で は,こ の 傾 向 が さらに 強 ま るので あ る。 これは,流 通 関係

諸 情報 の 必要 性 にか ん す る地 域差 であ ると同 時に,流 通 問題 その もの の地域 差 を

も反 映 して い ると思わ れ る。 もち ろ ん情 報 不足 の解 消 が,問 題 解 決 へ のひ とつ の

手 がか りで もあ ろ う。

一44一



規模 別,お よび経 営面 で の分 類 につ いて は,特 につ け加 え る こ とは な い。 参考

までに,表ff-22で 規模 別の 集計 結果 を,表9-23で 経 営 面で の 分 類 別結果

を 掲 げ て お くo
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表ll-19

流 通 情 報

(%)

区 分項 目
も っ と 欲 し い 今 で 十 分 だ

流 通 機 構 242 4.4

流 通 状 況 2⑨9 &5

流 通 政 策 19.5 3.8

在 庫 状 況 24.2 7.2

需 給 動 向 37.7 ↓L9

輸 送 状 況 25.8 8.2

そ の 他 α6 1.6

表ll-20

も つ と 欲 しい 流 通 情 報(業 種 別)

(%)

業 種 別項 目
製 造 業 な ど 商 業

サ ー ビス業

そ の 他

流 通 機 構 233 26.9 1&0

流 通 状 況
221 36.8 21.3

流 通 政 策 17.4 222 148

在 庫 状 況
27.9 251 1a4

需 給 動 向
40.7 3⑨2 2〈L5

輸 送 状 況
24.4 298 1(L4

そ の 他
L2 一 1.6
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表 皿 一21

も つ と欲 しい 流 通 情報(地 域 別)

(%)

地 域 別

項 目
札 幌 市

札 幌 以 外

地 域
道 央 地 域

道 央 以 外

地 域

流 通 機 構 21.7 27.6 21.3 333

流 通 状 況 2τ9 305 25.9 38.3

流 通 政 策 209 21.0 1α5 25.0

在 庫 状 況 264 229 25.9 21.7

需 給 動 向 41.9 27.6 368 31.7

輸 送 状 況 27.9 21.9 2(i4 21.7

そ の 他 1.6 一 1.1 『

表ll--22

も つ と欲 しい流 通 情 報(規 模 別)

(%)

規 模 男1項 目
小 中 大

流 通 機 構 26.4 20.6 255

流 通 状 況 27.3 24.5 377

流 通 政 策 14.5 18.6 25.5

在 庫 状 況 2ユ.8 235 27.4 一

需 給 動 向 32.7 35.3 45.3

輸 送 状 況 20.9 31.4 25.5

そ の 他 α9 1.0 一
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表fi-23

も つ と欲 しい 流 通 情 報(経 営 分 類 別)

(%)

経営別
項 目 道内市場企業 道外進出企業 道 外 企 業

流 通 機 構' 21.0 21.7 238

流 通 状 況 24.8 37.0 321

流 通 政 策 152 26.1 155

在'庫 状 況 1&1 2&3 226

需 給 動 向 324 4&9 440

輸 送 状 況 21.9 31.5 27.4

そ 他
一 1.1 一

「
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6.地 域 開 発 情 報

地域 開発 情 報 は,6&2%の 企 業 が も っ と欲 しい と答 え,2輻7%が 今で 十 分

だ とい って い る,必 要 度 の高 い情 報 で あ る。 どの よ うな 地域 開発 情 報 が必 要 と さ

れ,ま た利 用 され て い るか は,表 皿一24に 示 され る 。 「地域 開発 の事業 計 画 」

が 半数以 上 を しめ,「 地域 開 発 の動 向」 が これ につ ぐ。

すで に述 べ た よ うに,地 域 開発情 報 の必要 度 は業種 間 の差 異 が い ち じる しい。

サ ー ビス業 そ の他 で は,「 もっ と欲 しい」率 が 第1位 で あ り,他 方 製造 業 な どに

お いて,そ の率 は第8位 に す ぎず,「 今 で 十分 だ 」率 は相対 的 に 高か った 。 表 皿

一25で も,そ こに掲 げ られ てい る各 種 情報 の必要 度は,サ ー ビス業 そ の他 に お

いて ひ じ ょうに 高 い。 しか し∫ 情 報 相互 の間 の 相対 的 な 必要 度の 関 係 につ い ては,

「土 地利 用 計画 に つ いて 」 を除 き,大 きな差 異 を認 め がた い よ うで あ る。

地域 別で は ど うか。 表 出一26か ら 明 らか な よ うに,ど の 地域 で も最 高 は 「地

域 開発 の事 業 計 画」 で あ るが,第2位 の 「地域 開発 の動 向 」の 必要 度は,札 幌 市

お よ び道 央 地域 で,ま た道 外企業 に お いて も相対的 に 高 くな ってお り・道 央以 外

の 地 域 に お いて は 低 くな って い ると い え る。

「地域 に つ い ての総合 情 報 」の必 要 度 は,全 般 的 に まだ あ ま り高 くは ないが,

サ ー ビス業 そ の他 で は40%に 近 く,道 外 市場 へ進 出する 地場 企業 で相 対 的 に 高

くな って い る ことは,注 目す べ きで あ ろ う。
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表ll-24

地 域 開 発 情 報

(%)

区 分 も つ と 今 で

項 目
欲 し い 十 分 だ

地 域 開 発 の 事'業 計 画 5L3 72

地 域 開 発 の 動 向 3&7 9.7

地 域 に つ い て の 総 合 情 報 2&0 7.9

地 域 の 特 殊 性 に つ い て 14.2 1.9

土 地 利 用 計 画 に つ い て 1(L4 28

そ の 他 1.3 1.6

表 皿一25

も つ と欲 しい 地 域 開 発情 報(業 種 別)

(%)

業 種 別 サ ー ビ ス業

製造業な ど 商 業
項 目 そ の 他

地 域 開 発 の 事 業 計 画 455 462 721

地 域 開 発 の 動 向 2{L5 3&0 525

地 域 についての 総合情報 2ag 257 3息3

地 域 の 特 殊 性 に つ い て 1α2 1▲0 197

土 地 利 用 計 画 に つ い て 148 12L3 295

そ の 他 1.1 1.8 一
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表 皿一26

も つ と欲 しい 地 域 開発 情 報(地 域 別.経 営分 類 別)

(%)

地域経営
札 幌 市

札幌以外

道央地域
道央以外 道内市場 道外進 出

道外企業
項 目 地 域 地 域 企 業 企 業

地 域 開 発 の 事 業 計 画 51.9 40.0 47.7 4a3 429 467 643

地 域 開 発 の 動 向 4α3 2τ6 39.1 21.7 324 359 5α0

地 域 に つ い て の 総 合 情 報 26.4 2(L7 27.0 25.0 190 3a7 32.1

地 域 の 特 殊 性 に つ い て 14.7 133 13.8 15.0 11.4 14.1 143

土 地 利 用 計 画 に つ い て 1&6 10.5 1τ2 &3 124 1&5 202

そ の 他 31
'1

.0 23 1.7 L9 一 一



表 皿一27

も つ と 欲 しい 地 域 開 発 情 報(規 模 別)

(%)

規 模 別

項 目 小 中 大

地 域 開 発 の 事 業 計 画 455 490 5{14

地 域 開 発 の 動 向 391 37.3 39.6

地 域 について の 総合情報 26.4 225 34.9

地 域 の 特 殊 性 に つ い て 11.8 &8 21.7

土 地 利 用 計 画 に つ い て 11.8 17.6 19.8

そ の 他 L8 一 1.9



情報の必要性について(競
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H情 報 の 必 要 性 に つ い て(続)

1、 交 通 情 報

交通 情報 の 必 要 度 は,こ の 調査 で と り上げ る10種 類 の情 報 の うち では か な り

低位 にあ るが,そ れで も 「も っと欲 しい 」 とい う回答 が,48.4%の 企 業 か らな

され てお り,「 必 要 と しな い」 ものは20.1%に す ぎ ない。 ど の よ うな 交通 情 報

を必 要 と し,ま たは利 用 して い る かは,義 血一1の とお りで あ る。

必要 とす る交通 情 報 の 種類 は,業 種 別 あ るいは地域 別 に 当然 異 な る もので あ ろ

う。表 皿 一2に よ ると,製 造 業 な どお よび サ ー ビス業 その 他に お い ては,「 交通・

道 路計 画 に つ い て 」の 必要 度 の 高 さが 目立ち,商 業に お いて は相 対 的 に 低 く,

「今 で十 分 だ 」 も含 め て比 較 す る と,「 交通 利 用度 に つ いて 」の方 が 明 らか に 高

くな る。 また,製 造 業 な ど と商 業 では,「 人 の動 き 」 よりも 「物 の 動 き」 の方 に

関心 が あ り,サ ー ビス業そ の 他 で は反 対 に,「 人 の動 き」 の方 に よ り関心 が 強 く,

「航 空 」の 必 要度 も他 業種 に比 較 し て 高い。

表 皿一3で 地 域 別 に み る と,「 交通 ・道路 計 画 につ い て」 の関 心 は,札 幌 市の

地場 企業 に お い て特 に 強 い ことが 判 明 す る。 道 央以 外 の地域 や道 外 企 業 では,

「交通 利 用 度 に つ い て」の 必 要度 とほ ぼ 同程 度 で あ る。札 幌以 外 の地 域 あ るい は

道央 以外 の地 域 で は ・ 「陸 上 」の 「物 の動 き 」にか ん す る情 報 へ の要 望力㍉ 比 較

的大 きい とい え る。

表 皿一4の 規 模 別 は,す でに 表ll-3で み た よ うに,交 通 情 報 に つ い て 「も っ

と欲 しい 」と答 え た企 業 が,大 規模 お よび 中規模 で は50%を 越 えて い るの に,

小 規模 で は33.6%と か な り低 くな って い る こ との反 映 で あ る。
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表 皿 一1

交 通 情 、 報

(%)

項 目 区 分 も っ と欲 し い 今 で 十 分だ

交 通 ・ 道 路 計 画 に つ い て 38.0 10.4

交 通 利 用 度 に つ い て 30.2 12.3

人 の 動 き 16.4 5.0

物 の 動 き 23.0 6.3

陸 上 19.5 6.9

海 上 11.3 3.8

航 空 6.6 1.3

そ の 他 0.6 0.6

表 皿 一2

もつ と欲 しい交 通 情 報(業 種 別)

(%}

業 種 別項 目
製造業 など 商 業

サ ー ビス業
そ の 他

交 通 ・道路 計画 につ い て 43.0 31.6 49.2

交 通 利 用 度 に 皐つ い て 26.7 31.0 32.8

人.の 動 き 11.6 14.6 27.9

物 の 動 き 22.1 24.6 19.7

陸 上 19.8 19.9 18.0

海 上 1輻6 11.1 11.5

航 空 4.7 5.3 13.1

そ の 他 一 ゴ乏 一
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表 皿 一3

もつ と欲 しい 交 通情 報(地 域 別)

陶

地 域 別
項 目

札 幌 市
札幌以外
地 域

道央地域
道央以外
地 域

道外企業

交通 ・道 路計 画 に つい て 47.3 32.4 43.1 33.3 31.0

交 通 利 用 度 に つ い て 333 267 30.5 30.0 29.8

人 の 動 き 19.4 18.1 19.0 18.3 9.5

物 の 動 き 23.3 26.7 24.1 283 16.7

陸 上 17.1 257 19.0 26.7 15.5

海 上 10.9 143 11.5 15.0 8.3

航 空
一7 .8 9.5 86 8.3 1.2

そ ・ の 他 0.8 1.0 06 17 1.2

表 田一4

もつ と欲 しい 交 通情 報(規 模 別)
Y・)

規模別項 目 小 中 大
一

交 通 ・道 路計 画 に つ い て 28.2 40.2 46.2

交 通 利 用 度 に つ い て 20.9 29.4 40.6

人 の 動 き 15.5 137 19.8

物 の 動 き 17.3 21.6 30.2

陸 上 12.7 20.6 25.5

海 上 10.0 5.9 17.9

航 空 55 5.9 85

そ の 他 0.9 一 0.9
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2.産 業 技 術 情 報

産 業 技 術 情 報 も,回 答 企 業 全体 に つ い ては 「も っ と欲 し い 」49.1%,「 今 で

十 分 だ 」25.8%,「 必 要 と し な い 」22.6%で,必 要 度 は あ ま り 高 く な い 。 け

れ ども これ は,必 要 度 が特 ヒ低 い サー ビス業 その 他を含 むた め で あ って,製 造 業

な どだ け につ い てい うと,「 も っ と欲 し い 」企 業は70%に 近 い。 したが って,

ど の よ うな産 業 枝 術 情報 を 必要 としてい るか につ い て も,業 種別 に 分け て観 察 し

なけ れば な らな い 。

表 皿一5で は,「 商 品開 発情 報 」 「生 産合 理化 情 報 」 「生 産技 術情 報 」 の順 で

必 要 と され てい るが,前 者 は 商 業に お い て,後 の2つ は製 造 業 な ど におい て持 に

要 求 され てお り,サ ー ビス業 そ の 他 では,上 記3情 報 とも 同程 度 にあ ま り高 くな

い とい う違 いを,表 班一6か ら知 る ことがで き る 。

産 業枝術 情報 が,企 業 規模 の 大 小に ほ と ん どか かわ りな く,必 要 とされ て い る

ことは 注 目に 値 い しよ う。表 田一7に み る とお り,小 規模 企 業に おい て,前 記3

種 の枝術 情 報1二た い す る必 要 度 は相 対的 に 高 く,製 造 業 な どの なか で規模 別 に 分

けてみ て も,小 規模 製 造 業 で の 技術 情報 需要 はか な り大 き いの であ る。

また 嚢 胚一8に あ る よ うに,道 外 市場 へ 進 出 す る地場 企業 が,道 内市場だ け で

十分な 企業 に くらべ て,全 般 的 に技 術情 報 需要 が 大 き い こ とは,ぎ び しい 競争 条

件 の もと にお け る積 極的 な 意欲 の あ らわれ で あ ろ う。

表ll-9の 地 域 別 は,表 皿一4で 示 された 必 要 度 にか んす る地 域 差 の反 映 で あ

って,特 につ け加 え る ことは な い。
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表 皿一5

報情術枝葉産

{%}

項 目 区 分 も っ と 欲 し い 今 で 十 分 だ
ト

生 産 技 術 情 報 20.7 7.2

商 品 開 発 情 報 30.5 12.9

生 産 合 .理 化 情 報
21.7 6.6

特 許,登 録 等 に つ い て の 情 報 6.9 2.8

ノ ウ ハ ウ の 所 在 8.5 2.2

刊 行 物 情 報 8.5 4.4

そ の 他 0.6 3.1

田 6

もつ と欲 しい産業技術情 報(業 種別)

業 種 別項 目
製造 業など 商 業 サ ー ビス業

そ の 他

生 産 技 術 情 報 47.7 9.9 13.1

商 品 開 発 情'報 27.9 37.4 14.8

生 産 合 理 化 情 報 43.0 】4.0 13.1

特 許,登 録 等 につ い て の情 報 11.6 5.8 3.3

ノ ウ ハ ウ の 所 在 11.6 8.8 3.3

刊 行 物 情 報 10.5 7.6 8.2

そ の 他 一 0.6 】.6
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表 皿 一7

もつ と欲 しい産業技術情報(規 模別)

(%)

規 模 別項 目 小 中 大

生 産 技 術 情 報 24.5 225 15.1

商 品 開 発 情 報 30.0 32.4 29.2

生 産 合 理 化 情 報 26.4 20.6 17.9

特 許,登 録 等 につ い ての情 報 7.3 5.9 7.5

ノ ウ ハ ウ の 所 在 9.1 3.9 12.3

刊 行 物 情 報 4.5 9.8 11.3

そ の 他 一 一 1.9

表 田 一8

もつ と欲 しい産業技術情報(経 営分類別)

(%)

経 営 別
項 目

道 内 市 場
企 業

道 外 進 出
企 業

道 外 企 業

生 産 枝 術 情 報 20.0 29.3 11.9

商 品 開 発 情 報 28.6 40.2 29.8

生 産 合 理 化 情 報 18.1 33.7 16.7

特 許,登 録 等 に つ いて の情 報 4.8 130 2.4

ノ ウ ハ ウ の 所 在 6.7 10.9 4.8

刊 行 物 情 報 6.7 10.9 7.1

そ の 他 1.0 2.2 一



表 山一9

もつ と欲 しい産業技術 情報(地 域 別)

%}

地 域 別項
目 札 幌 市

札幌以外
地 域 道央地域 獣 以s

生 産 技 術 情 報 27.9 19.0 27.0 15.0

商 品 開 発 情 報 36.4 23.8 31.0 30.0

生 産 合 理 化 情 報 25.6 21.0 25.3 183

特 許,登 録 等 につ い て の情 報 10.9 5.7 8.6 8.3

ノ ウ ハ ウ の 所 在 10.9 8.6 10.9 6.7

刊 行 物 情 報 8.5 9.5 10.3 5.0

そ の 他' 1.6 一 1.1 一

3.環 境 情 報

最 近 に おけ る環 境 問 題の 重 要性 か ら考 え て,環 境情 報 を 「もっ と欲 しい 」 と答

え る企 業 が52.8%,「 今で 十 分だ 」 とす るもの25.5%,「 必 要 と しな い」 も

の20.1%と い う結 果 は,全 体 的 に や や低 す ぎ る感 じの 必 要 度を 示 して い る。

表 皿一10で,必 要 と され る環境情 報 の 内容 をみ て も,そ うい った 感 じを もた ざ

るを えな い。

業種 別 には ど うか。 表 阻一11に よ ると,製 造 業 な どに お け る 「公害 防 止 に つ

いての 情報 」が きわ 立 って お り,「 公害 発生 につ い て の情 報 」 も他 業 種 に くらべ

て多 い。 北 海 道情 報科 学 調 査 研 究会 が46年11月 に,製 造業 につ い て実 施 した

情 報 利用実 態 調査 に よれ ば,今 後 どの よ うな情 報 を利 用 した い と思 い ますか とい

う問 いに た い して,公 害 防 止 関連 技 術 を あげ た企 業は30.7%で あ った。2年 後

の今 回の 調査 に おい て,「 公害防 止 に つ い ての情 報 」 を 「も っ と欲 し い」 と す る
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企業 が,同 じ 業種 で39.8%に な って い る こ とは,問 題 の 重要 性 を裏 づ け る もの

といえ よう。 ナー ビス 業そ の 他 で 「自然保 護 に つ い ての 情報 」の必 要 度 が,他 業

種 に くらべ て若 干 高 くな っ ては いる ものの,こ の 比率 そ れ 自体 が 全体 と して まだ

かな り低 い といわ なけ れ ば な らない。

地 域別 に は,表 皿一12で み るとお り,札 幌 市 で 「公害 発生 につ いて の情 報 」

需 要 が比 較的 多 く,ま た 札幌 市以外 の地域 と道 央以 外 の地 域 を くらべ ると,そ の

差 と して の 札幌 へ の特 急110分 圏で,「 発生 につ い ての情 報 」需 要 が少 な く,

「防 止 に ついて の情 報 」需要 が比 較 的 多 い と考 え られ る。

表 皿一13の 経 営分 類 別 に は,道 外 市場 へ 進 出 す る地 場 企業 で の必 要度 は 相 対

的 に高い が,道 内 市場 で 十 分な地 場企 業 での そ れ は相 対 的 に低 く,道 外 企 業 はそ

の中間 に 位す る 。 また表 皿一 .14で,規 模 別 の 差異 は あ ま り大 きな もの とは い え

ない よ うで あ る。 「住 宅 関 連情 報 」 の必 要度 が,大 規 模 企 業 あ るい は道 外企 業 に

おい てや や 高 いの は,環 境 問 題以 外 の 要素 が混 っ て い る よ うに も思 われ る。

表fil-lo

環 境 情 報

{%)

項 目 、 区 分 も っ と欲 し い 今 で 十 分だ

住 宅 関 連 情 報 26.7 9.4

生 活 環 境 関 係 情 報 20.8 8.8

公 害 発 生 に つ い て の 情 報 17.3 4.4

公 害 防 止 に つ い て の 情 報 25.2 9.1

自 然 保 護 に つ い て の 情 報 6.9 2.5

環 境 政 策 14.8 6.6

そ の 他 1.3 L3
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表 皿 一11

もつ と欲 しい環境情 報(業 種 別)

%)

業 種 別項 目 製造業な ど 商 業
サ ー ビ ス業
そ の 他

住 宅 関 連 情 報 27.3 25.7 27.9

生 活 環 境 関 係 情 報 136 23.4 23.0

公 害 発 生 に つ い て の情 報 26.1 14.0 13.1

公 害 防 止 に つ い て の 情 報 39.8 17.0 26.2

自 然 保 護 に つ い て の 情 報 9.1 2.3
-

16.4

環 境 政 策 19.3 12.3 16.4

そ の 他 23 0.6 1.6

表 皿一12

もつ と欲 しい環境 情 報(地 域別)

協

地 域 別項 目
札 幌 市

札幌以外
地 域

道央地域
道 央以 外
地 域

住 宅 関 連 情 報 27.1 23.8 24.7 283

生 活 環 境 関 係 情 報 225 18.1 20.1 21.7

公害 発生 につ い て の情 報 233 9.5 190 11.7

公害 防 止に つ い ての情報 21.7 27.6 26.4 18.3

自然 保護 につ い て の情報 7.0 6.7 8.O 3.3

環 境 政 策 15.5 12.4 16.7 67

そ の 他 L6 1.9 工7 L7

'
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表 皿 一13

もつ と欲 しい環境情報(経 営分類別)

田

項 目 経 営 別 道 内市場企業 道外進 出企業 道 外 企 業

住 宅 関 連 情 報 25.7 22.8 29.8

生 活 環 境 関 係 情 報 16.2 25.0 2L4

公害発生につ いての情報 10.5 2L7 17.9

公害防止につい ての情報 24.8 31.5 27.4

自然 保 護 につ いて の情 報 3.8 8.7 .7.1

環 境 政 策 10.5 20.7 16.7

そ の 他 一 1.1 一

表 皿 一14

もつ と欲 しい環 境 情 報(規 模 別)

%)

規 模 別項 目
小 中 大

住 宅 関 連 情 報 25.5 23.3 31.1

生 活 環 境 関 係 情 報 14.5 17.5 30.2

公害発生についての情報 13.6 19.4 18.9

公害 防 止 につ い ての 情報 23.6 24.3 2'7.4

自然保 護 につ い ての情 報 6.4 5.8 8.5

環 境 政 策 11.8 11.7 20.8

そ の 他 一 1.9 1.9
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4.所 在 情 報

所 在 情報 の必 要 度 は,こ こで と り上 げ る1g種 類 の情 報 の なかで 最 も低 く,、

「もっ と欲 し い 」が40.9%に とど ま り,「 必 要 としな い 」が28.6%に もお よ

んで い る。 この 「必 要 と しな い 」率 が30%を 越 えて い るの は,業 種 別に は 商 業,

規模 別 には 中規模,地 域 別 には 札幌 以 外 の地域 と道 央 以 外の地 域,経 営 分類 別 に

は道 内 市場 だ け で十 分 な地 場 企 業 と道 外企 業 で あ り,特 に後 の3つ では3分 の1

以 上 の企 業 が必 要 な し と して い る。(表 皿一1か ら表 皿一5ま で に よる。)

必要 な 所在 情 報 を,人 材 と企 業 と商 品 に 分け てみ ると,表 皿一15か ら表 皿一

19ま で の よ うに な る。 これ らの なか で,※ ※印 の つ い てい る箇 所 は,「 今 で十

分だ 」が 「も っ と欲 しい よ」 よ りも多 い もので あ り,※ 印 の つい てい る箇 所 は,

「今 で1-'分 だ 」が 「も っと欲 しいか 」に 全 く同 じか,あ るいはそ れ にほ とん ど 近

い もの で あ る。

所在 情 報 の必 要 度 が この よ うに低 い こ とは,予 備 調 査な どか ら受 けた 印 象 と異

な り,や や 意 外 とい う感 じもす るが,前 出 の46年 に実 施 した北 海 道情 報 科学 調

査 研 究会 の調 査 で,今 後利 用 した い情 報 として,人 材 の所在5.4%,企 業 の 所在

13.6%,商 品 の所在14・4%と い う結 果 からみ る と,表th-16の 製 造 業 な ど

におけ る各 種所 在 情報 の 「も っ と欲 しい 」率 は,必 要 度 の 顕 著な 上 昇 とい え るか

も しれ な い。

表 目一15

所 在 情'報'

%)

項 目 区 分 も っ と 欲 し い 今 で 十 分 だ
一

人 材 の 所 在

企 業 の 所 在

商 品 の 所 在

そ の 他

16.7

17.9

21.1

2.2

4.4

12.9

8.2

2.2
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表 皿 一16

もつ と欲 しい所 在情 報(業 種 別)

%)

業種別

項 目
製 造業など 商 業

サー ビス業

そ の 他

人 材 の 所 在
.

20.9 15.2 14.8

※ ※ ※

企 業 の 所 在 22.1・ 14.0 23.0

商 品 の 所 在 32.6 18.1 13.1

そ の 他 3.5 1.8 1.6

表9-17

もつ と欲 しい所 在情 報(規 模 別)

(%)

規模 別
項 目 小 中 大

人 材 の ・所 在 16.4 14.7 18.9

※ ※

企 業 の 所 在 18.2 9.8 25.5

商 品 の 所 在 2工8 17.6 23.6

そ の 他 L8 2.9 1.9
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表 皿 一18

も つ と欲 しい 所 在 情 報(地 域 別)

田

地域別

項 目
札 幌 市

札幌以外
地 域

道央地域
道央以外
地 域

人 材 の 所 在 21.7 10.5 19.5 8.3

※

企 業 の 所 在 15.5 19.0 17.8 15.0

商 品 の 所 在 24.0 24.8 25.9 20.0

そ の 他 3.1 2.9 2.3 5.0

表0-19'

もつ と欲 しい所在情報(経 営 分類別)

{殉

経営別
項 目

道 内 市 場
企 業

道 外 進 出
企 業

道 外 企 業

人 材 の 所 在 10.5 26.1 16.7

※ ※ ※

企 業 の 所 在 10.5 19.6 20.2

商 品 の 所 在 16.2 34.8 11.9

そ の 他 LO 2.2 一



5.各 種 統 計 情 報

各種 統 計情 報 に た いす る需要 が,他 の情 報 に た いす るそ れ とひ じ ょ うに異 な る

と ころは,す で に触 れ た とお り,こ の情 報 を 「必 要 としな い」企 業 が3.4%と い

う低 率 で あ るに もか かわ らず,「 今 で十 分だ 」 とす る企 業 が か な り多 い(31.8%)

ため,「 も っ と欲 しい 」 と回答 す る企 業の 割合 が60.1%に とど ま っ てい る こと

で あ る。

上 記 の 「も っ と欲 し い」 お よび 「今 で十 分だ 」 の両 回 答 企業 にた い して,表 皿

一20に あ る29種 類 の項 目の うち ,ど の 統計 を 必 要 と し また は利 用 して いるか

を問 い,そ れ 以外 の もの につ いて は具 体 的 に記入 して もら う こ とに した 。 こ こで

選 ば れ た29の 統 計 項 目は,昭 和45年 に野村 総合 研 究 所 が総 理 府 統 計局 の委 託

を うけ て実 施 した,統 計 利 用状 況 と統 計に た いす る要 望 調 査 の結 果,利 用度 が特

に 高 か った もの で あ り,そ れに 北 海 道 の特 殊性 を 考慮 して,若 干 の項 目を付加 し

てあ る。(「 統 計 利 用状 況 と統 計 に 対す る要 望 調 査 一一 統 計 デー タ ・バン クの需

要 性 調 査 に関 す る調 査 研 究 」昭 和46年2月,野 村 総 合研 究所 刊 に よ る。)

表 田一20の 統 計項 目を,「 も っと欲 しい 」 とい う回答 の 多 い順 に あげ ると,

1位 は 「産業 別 ・職 種 別 賃金 」3217%,2位 「人 口 ・世 帯 数 の推 移 」26.1%,

3位 「新 規学 卒者 の 就職 状 況 」23.3%,4位 「企 業経 営状 況指 標 」,5位 「道

民 所 得 ・総 支 出関 係数 値 」,6位 「消 費 者 物価,小 売 物 価 」,こ れ らが20%以

.ヒで あ り・つ ぎに 「卸 売物 価 」 「業 種 別 卸 ・小売 店 数 」な どが くる。 「今で十 分

だ 」 とい う回答 もあ わ せ る と,1位 か ら3位 まで は 上 記 と同 じ,4位 と5位 が い

れ 替 わ り,以 上 が30%を 越 え る項 目で,6位 と7位 は上 記 と同 じで あ って,

「金 融 関係 指 標 」が それ に つづ く。 これ らの 諸項 目が,北 海 道 に お け る民間 企 業

に よ って必 要 と され,よ く利 用 され る種 類 の統 計 とい う ことに な ろ う。

と ころ で,前 記の野 村総 合 研 究所 の調 査に よれ ば,民 間 企 業 にお いて 利 用度 の

高 い統 計 項 目は,製 造 業品 目別 ・業 種 別の 生 産 ・出荷 ・在庫 が群 を抜 き,つ づ い
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て品 目別 家計 消 費 支出,人 口 ・世 帯 数 ・世帯 人員 ・世 帯 有 業者 数,卸 売 ・小売 ・

消 費 者物 価指 数,業 種別 卸 ・小売 店数 ・従業 員 数 ・販売 ・在 庫 とい う順序 にな り,

表 皿一20の 結 果 とはか な り相違 してい る。 同表 にお いて,製 造 業 の業 種別 あ る

いは 品 目別 生産 ・出荷 ・在 庫 の必 要 度 はか な り低 く,ま た 品 目別家 計 消 費 支 出の

そ れ は さ らに一 層 低 いの であ る。

野 村総 合 研究 所 の調 査 にお け る民 間 企業 は,東 京 証 券取 引所1部 ・2部 上 場 会

社 の な かか ら選 び 出 され た もので あ り,こ こで の調 査対 象 とは,企 業 規模の 点 で

大 きな 差異 が あ り,さ らに業 種構 成 につ い ても,製 造 業 の ウエ イ トが 高 い よ うに

思 わ れ る。

そ れ で は北海 道 の場 合,規 模 の差異 は必 要統 計項 目に どの よ うな 相違を もた ら

す で あ ろ うか。 嚢 胚一21に'よ る と,「 も っ と欲 しい 」統 計項 目の 第1位 は,規

模 の大 小を 問わ ず 「産業 別 ・職 種 別 賃 金 」で あ るが,中 規模 と大規模 で は 「人 口 ・

世帯 数 の推 移 」が これ と同率 で あ り,「 今で十 分だ 」を いれ る と,大 規模 で の第

1位 は 後者 の 方 にな って しま う。d規 模の第2位 は 「新 規学 卒 者 の就職 状 況 」,3

位 は 「企 業経 営状 況指 標 」で あ るが,中 規模 で の3位 は 「道 民所 得 ・総 支出 関 係

数 値 」で あ り,ま た 大 規模 で の3位 は 「消 費 購 買力指 標 」 と なっ て い る。

また 業 種別 に 集計 して み る と,表 皿 一22の よ うに,こ こで も 第1位 は,ど の

業 種に つ い て も 「産業別 ・職 種 別 賃 金 」で あ り,第2位 の項 目か ら業 種 的 な差 異

が あ らわ れ る。 す なわ ち 製造 業な どの第2位 は 「製 造業 業種 別生 産 ・出荷 ・在庫」,

商業 にお い ては 「人 口 ・世帯 数 の推 移 」で あ っ て,後 者 の 「も っ と欲 しい 」 とい

う回答 率 は第1位 と同 じで あ る。 サー ビス 業そ の 他で は,「 も っ と欲 しい 」だけ

で み ると,「 人 口 ・世帯 数 の推 移 」 と 「金融 関 係指 標 」が と もに 第2位 と して並

び,「 今 で 十分 だ 」を も あ わ せ る と ・川 道 民所 得 ・総 支出 関 係 数値 」が 第2位

に な る。製 造 業 な どの3位 は 「新 規学 卒 者 の 就職 状 況 」で,こ れ は 「今で 十 分だ」

を 含 め ると 「製造 業 業種 別生 産 ・出 荷 ・在 庫 」 と同 じにな り,商 業 で の3位 は'
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「卸売物 価 」 で あ る。

商 業や サ ー ビス業そ の他 に お け る 「人 口 ・世 帯 数 の推 移 」は,需 要 指 標 の役 割

を果 してい るもの と考 え られ る。 した がっ て,必 要 と しあ るい は利用 され て い る

統 計情 報 とし ては,ま ず 労務 や 事務管 理 にそ の ま ま直 接役 立 つ ような統 計項 目が,

つ いで需 要に か ん す る指 標 が 重視 され るこ とにな る。そ して,小 規模 企 業 では 前

者 の 方に圧倒 的 に ウ ェ イ トがかか り,企 業 規模 が 大 き くな るに した が い,後 者 の

ウ ェイ トが 増大 す る。

いずれ に して もそ れ らは,種 々 の加 工を ほ ど こす こ とに よって多 くの 用途 に利

用 され る,基 礎的 な統 計 デー タ と して需要 され るの で な く,必 要度 もあ ま り高 い

もの では な い。 さき に述 べ た 人 口 ・労働 力情 報 のな か で,「 賃金 ・給与 動 向に つ

い て 」 とい う項 目の必 要 度 が 最 も高 く,統 計 情 報 で 「産 業 別 ・職 種別 賃 金 」項 目

が 根強 く第1位 であるこビとは,明 らか に 関連 が あ る。 だ が,前 者 につ いて 「もっ

と欲 しい 」企 業 の割 合 は58,5%(表 皿一14)で あ り,後 者 の それ は32.7%

(麦 田 一20)に す ぎな い 。つ ま り,動 向 は ひ じ ょうに必 要 と され るが,統 計 そ

の ものはそ れ ほ ど要 求 され て い な い。 展 望 的 でか つ 入手 の 早い資 料 と,回 顧 的 で

か つ入 手が遅 れ る 資料 の違 いが,必 要 度 の大 きな 差 を も た らす ともい え る。 しか

しその 大 きな差 異 は,企 業 に お ける 基礎 的統 計 デー タの消 化能 力i:も 依 存 す るで

あち う。

つ ぎに,地 域 別 に調べ て み よ う。 表 皿一23に 示 され る と お り,第1位 はや は

り 「産 業別 ・職 種 別 賃 金 」で あ るが,札 幌 市 で は,「 も っ と欲 し い 」 とい う回答

でダ る と,2位 が 「人 口 ・世帯 数の推 移 」,3位 は 「企 業経 営状 況 指 標 」で あ り,

「今で 十分だ 」 を いれ ると2位 と3位 が逆 転 す る。札 幌 市 以 外 の地 域 で は,「 も

っ と欲 しい 」項 目の2位 は 「卸売 物 価 」で,3位 に 「人 口 ・世帯 数 の 推 移 」 と

「農林 水産 業 品 目別生 産 ・出荷 」が並 ぶが,「 今 で 十分 だ 」 も含 め ると,「 人 口・

世帯 数 の推 移 」 と 「消 費 者物 価,小 売 物価 」が と もに第2位 に あが って くる。 ま
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た 札幌 市 へ の特 急110分 圏,す なわ ち こ こで の 道 央地 域に つ い てみ ると,2位

と3位 は,「 新 規学 卒 者 の 就職状 況 」 と 「企 業経 営状 況 指 標 」 とい う こと にな り,

道 央以 外の 地 域 で は,2位 が 「人 口 ・世 帯数 の推 移 」で,3位 に は 「も っと欲 し

い 」項 目で 「卸売 物価 」 と 「業種 別 卸 ・小売 店数 」が並 ぶ 。

た だ し,1位 と2位 の差 は,札 幌 市 に かん し ては き わめて 僅か で あ るが,札 幌

市以 外 の地 域 で はか な り広が る。 他方,道 央以 外 の地 域 にお い ては ・1位 の 高 さ

そ の ものが 低 くな る形 で,1位 と2位 の 差 はそ れ ほど 大 き くな って い な い。 つ ま

り,「 産業 別 ・職 種 別 賃 金 」統 計 の必 要 度 は,札 幌 市 以外 の道 央地 域 に お いて,

相 対的 に か な り高い とい うこ とにな る。

地 場 企 業 に つ いて は,上 記 の よ うに地 域 に よって その必 要 度 の 相対 的 な 高 さを

若 干 異 にす る とはい え,ど の地 域 を と ってみ て も,「 産 業別 ・職 種別 賃 金 」が 第

1位 で あ る こ とに変 わ りは な いが,表m-24に あ る道 外企 業 で は,「 人 口 ・世

帯 数 の推 移 」が 第1位 で,「 産 業 別 ・職 種 別 賃金 」は第2位,3位 とし て は 「も

っ と欲 しい 」だけで は,「 消費 購 買力 指 標 」と 「業 種 別卸 ・小 売 販売 ・在 庫 」が,

また 「今で 十 分だ 」を も含 め る と 「道 民 所得 ・総 支出 関係 数 値 」が あ が っ て くる。

た だ し,表ll-5で 明 らか な よ うに,各 種統 計情 報 につ い て 「今 で十 分 だ 」 と答

え る企 業 の割合 が,道 外企 業 に お い て特 に 高 く,36.9%に も達 し て い るこ とを

注 意 しなけ れば な らな い 。 基礎的 な統 計 デー タの 収 集 と処理 は・ も っぱ ら道 外 本

社 に依 存 す る とい うこ とで あ ろ うか 。

道 内市 場 で 十 分 な企 業 と,道 外市場 へ 進 出 す る企 業 とで は,前 者で 「人 口 ・世

帯 数 の推 移 」が 第2位 を しめ し てい る こ とを除 き,必 要度 の 高 い項 目は ほ ぼ 類似

してい る。 第1位 が ともr-「 産 業 別 ・職 種 別賃 金 」,2位 も し くは3位 に 「企 業

経 営状 況 」 が,そ して3位 も し くは4位 ない し5位 に・ 「卸売 物 価 」 と 「消 費 者

物価,小 売 物 価 」が くる。
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表 皿 一20

各 種 統 計 情 報

陶

回 答統計項 目 もつ と欲 しい 今 で 十 分だ

人 口 ・ 世 帯 数 の 推 移 26.1 8.5

男 女 別 ・ 年 令 別 人 口 17.0 5.0

人 口 流 出 入 状 況 17.6 66

国 民 所 得 ・総 支 出 関 係 数 値 11.3 6.3

道 民'所 得 ・総 支 出 関 係 数 値 2L1 9.4

・一

市 町 村 民 所 得 12.6 31

財 政 関 係 指 標 8.8 3.4

金 融 関 係 指 標 17.9 7.5

産 業 別 ・規 模 別 事 業 所 数 9.1 4.1

産 業 別 ・就 業 状 態 別 就 業 者 数 7.2 2.5

新 規 学 卒 者 の 就 職 状 況
、

23.3 8.5

産 業 別 ・ 職 種 別 賃 金 32.7 10.7

農 林 水 産 業 品 目別 生 産 ・出 荷 9.7 4.4

製 造 業 業 種 別 生 産 ・出 荷 ・在 庫 12.9 31

製 造 業 品 目 別 生 産 ・出 荷 ・在 庫 12.9 4.4

業 種 別 卸 ・ 小 売 店 数 18.2 4.4
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業 種 別 卸 ・ 小 売 販 売 ・在 庫 17.9 4.1

品 日 別 輸 送 量 5.6 2.8

卸 売 物 価 19.8 7.8

消 費 者 物 価 ・ 小 売 物 価 20.7 7.5

企 業 経 営 状 況 指 標 22.6 75

消 費 購 買 力 指 標 17.9 5.3

品 目 別 家 計 消 費 支 出 9.4 1.6

農 家 経 済 収 支 4.4 1.6

住 宅 着 工 戸 数 16.7 3.1

住 宅 種 別 住 宅 戸 数 13.2 L6

生 活 関 連 指 標 85 1.9

主 要 商 品 輸 出 入 量(額) 7.8 2.8

輸 出 入 物 価 66 0.9

そ の 地 0.9 19
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義 血 一21

各 種 統 計 情 報(規 模 別)

(%)

回 答 も っ と 欲 し い 今 で 十 分 だ

規模別
統 計 項 目 小 中 大 小 中 大

人 口 ・ 世 帯 数 の 推 移 9.1 25.5 35.8 8.2 4.9 12.3

男 女 別 ・ 年 令 別 人 口 10.0 127 28.3 2.7 29 9.4

人 口 流 出 入 状 況 12.7 157 24.5 45 3.9 1L3

国 民 所 得'・総 支 出 関 係 数値 8.2 1L8 14.2 6.4 4.9 7.5

道民 所得 ・総 支出 関 係数値 15.5 235 24.5 11.8 6.9 9.4

市 町 村 民 所 得 9.1 10.8 17.9 2.7 2.0 4.7

財 政 関 係 指 標 7.3 7.8 11.3 2.7 2.9 4.7

金 融 関 係 指 標 136 157 24.5 5.5 9.8 7.5

産 業 別 ・規 模 別 事 業 所 数 73 5.9 14.2 2.7 2.0 7.5

産業別 ・就業状態別 就業者数 7.3 3.9 10.4 3.6 LO 28

新 規 学 卒 者 の 就 職 状 況 20.9 2L6 27.4 11.8 7.8 5.7

産 業 別 ・ 職 種 別 賃 金 364 25.5 35.8 11.8 11.8 8.5

農林水産業品 目別生産 ・出荷 6.4 11.8 11.3 5.5 2.9 4.7

製造 業業種別生産 ・出荷 ・在庫 10.9 13.7 14.2 3.6 2.9 2.8

製造業品目別生産 ・出荷 ・在庫 82 15.7 10.4 4.5 3.9 4.7
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業 種 別 卸 ・ 小 売 店 数 11.8 16.7 26.4 5.5 2.9 47」
参

業 種 別 卸 ・小 売 販 売 ・在 庫 1L8 14.7 27.4 2.7 6.9 28

品 目 別 輸 送 量 一 7.8 9.4 一 3.9 4.7

卸 売 物 価 17.3 19.6 22.6 10.0 6.9' 6.6

消 費 者 物 価,小 売 物 価 145 17.6 30.2 6.4 6.9 9.4

企 業 経 営 状 況 指 標 19.1 186 30.2 6.4 5.9 10.4

消 費 購 買 力 指 標 10.0 108 33.0 3.6 5.9 6.6

品 日 別 家 計 消 費 支 出 55 4.9 17.9 0.9 1.0 28

農 家 経 済 収 支 2.7 2.9 7.5 一 1.0 3.8

住 宅 着 工 戸 数 16.4 147 18.9 4.5 2.9 1.9

住 宅 種 別 住 宅 戸 数 11.8 137 14.2
一 2.0 2.8

生 活 関 連 指 標 4.5 39 17.0 1.8 1.0 2.8

主 要 商 品 輸 出 入 量(額) 6.4 5.9 11.3 2.7 2.0 3.8

輸 出 入 物 価 55 5.9 8.5 1.8 一 0.9

そ の 他
一 1.0 19 L8 一 3.8
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表 皿一22

各 種 統 計 情 報(業 種 別)

(%)

回 答 も っ と 欲 し い 今 で 十 分 だ

業種別統 計 項 目 製 造 業
な ど 商 業

サービス
業その他

製 造 業
な ど

商 業 サービス
業その他

人 口 ・ 世 帯 数 の 推 移 19.8 29.8 24.6 3.5 9.4 13.1

男 女 別 ・ 年 令 別 人 口 14.0 18.1 18.0 1.2 4.1 13.1

人 目 流 出 入 状 況 14.0 20.5 14.8 2.3 7.0 11.5

国 民所 得㌧総 支 出 関 係数 値 15.1 8.2 14.8 L2 6.4 13.1

道 民所 得 ・総 支出 関 係数 値 20.9 20.5 23.0 5.8 8.8 16.4

市 町 村 長 所 .得 lL6 12.9 13.1 一 2.9 8.2

財 政 関 係 指 標 14.0 6.4 8.2 2.3 23 8.2

金 融 関 係 指 標 18.6 15.2 24.6 4.7 7.0 13.1

産 業 別 ・規 模 別 事 業 所 数 14.0 5.8 11.5 12 3.5 9.8

産 業別 ・就業状 態別就業者 数 9.3 4.1 13.1 1.2 2.3 49

新 規 学 卒 者 の 就 職 状 況 26.7 23.4 18.0 7.0 8.8 9.8

産 業 別 ・ 職 種 別 賃 金 43.0 29.8 26.2 9.3 9.9 14.8

農 林水 産 業品 目別生 産 ・出 荷 15.1 7.6 8.2 47 4.1 4.9

製造 業業種別生産 ・出荷 ・在庫 27.9 5.8 11.5 5.8 L2 4.9

一

製造業品 目別生産 ・出荷 ・在庫 23.3 7.0 14.8 5.8 3.5 4.9
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業 種 別 邸 ・小 売 店 数
'

8.1 25.1 13.1 1.2 5.8 4.9

業 種 別 卸 ・小 売 販 売 ・在 庫 10.5 24.6 9.8 1.2 5.8 33

品 目 別 輸 送 量 2.3 53 11.5 一 2.9 6.6

卸 売 物 価 15.1 257 9.8 7.0 88 6.6

消 費 者 物 価,小 売 物 価 163 24.6 16.4 2.3 88 1L5

企 業 経 営 状 況 指 標 25.6 23.4 16.4 3.5 7.6 131

消 費 購 買 力 指 標 11.6 21.1 18.0 3.5 58 6.6

品 日 別 家 計 消 費 支 出 5.8 9.9 131 一 23 1.6

農 家 経 済 収 支 1.2 47 82 一 1.8 33

住 宅 着 工 戸 数 23.3 123 197 4.7 35 一

住 宅 種 別 住 宅 戸 数 186 99 14.8 2.3 1.8 3.3

生 活 関 連 指 標 81 7.6 11.5 一 1.2 3.3

主 要 商 品 輸 出 入 量(額) 9.3 7.6 6.6 一 35 49

輸 出 入 物 価 9.3 5.8 4.9 2.3 1.2 一

そ の 他 L2 0.6 1.6 一 1.8 49
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表 皿一23

各 種 統 計 情 報(地 域 別)

1%)

回 答 も っ と 欲 し い 今 で 十 分 だ

.地域 別統 計項 目
札幌市 札幌以外地域

道 央
地 域
醐
外地域 椎晃市

木L幌以
外地域 鱗 鋤撒

人 口 ・世 帯 数 の 推 移
'29 .5 19.0 25.3 23.3 8.5 7.6 8.6 6.7

男 女 別 ・年 令 別 人[] 18.6 14.3 17.2 15.0 3.9 6.7 5.2 5.0

人 目 流 出 入 状 況 17.1 18」 17.2 18.3 5.4 86 6.9 6.7

国民所得:総 支出関係数値 16.3 8.6 13.2 11.7 7.0 2.9 6.3 1.7

道民所得 ・総支出関係数値 22.5 16.2 195 20.0 10.9 4.8 9.2 5.0

市 町 村 民 所 得 13.2 143 13.8 13.3 3.1 38 2.9 5.0

財 政 関 係 指 標 93 9.5 9.8 8.3 6.2 一 4.6 一

金 融 関 係 指 標 24.0 13.3 20.7 15.0 8.5 3.8 7.5 33

産業別 ・規模 別事業所 数 10.9 9.5 10.3 10.0 3.1 1.9 2.9 1.7

」

産業別 ・就業状態別就業者数 lL6 38 9.2 50 31 2.9 3.4 1.7

新 規 学 卒 者 の 就職 状況 25.6 20.0 25.9 15.0 10.1 7.6 9.2 8.3

産 業 別 ・職 種 別 賃 金 31.0 38.1 36.2 28.3 12.4 11.4 12.6 10.0

農林水産業品目別生産 ・出荷 5.4 19.0 9.2 18.3 4.7 5.7 52 5.0

製造業業種別生産 ・出荷 ・在庫 17.8 8.6 14.4 1L7 4.7 2.9 4.0 3.3

製造業品目別生産 ・出荷 ・在庫 14.7 12.4 132 15.0 5.4 3.8 4.6 50
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業 種 別 卸 ・小 売 店 数 17.8 15.2 14.9 2L7 5.4 1.9 4.0 3.3

業 種別 卸 ・小売 販売 ・在 庫 16.3 15.2 14.9 18.3 4.7 4.8 4.0 6.7

品 日 別 輸 送 量 5.4 8.6 6.9 6.7 23 4.8 3.4 33

卸 売 物 価 20.9 20.0 20.1 2L7 8.5 5.7 7.5 6.7

消 費者 物 価,小 売 物 価 23.3 18.1 21.8 18.3 7.0 8.6 7.5 83

企 業 経 営 状 況 指 標 28.7 17.1 25.9 16.7 10.1 6.7 8.6 8.3

消 費 購 買 力 指 標 19.4 11.4 17.8 10.0 6.2 3.8 4.6 6.7

品 日 別 家 計 消 費 支 出 9.3 9.5 8.0 13.3 2.3 1.0 L7 1.7

農 家 経 済 収 支 2.3 5.7 2.9 67 1.6 1.9 1.7 1.7

住 宅 着 工 戸 数 14.7 18.1 15.5 18.3 5.4 一 4.0 一

住 宅 種 別 住 宅 戸 数 14.7 95 13.8 8.3 31 一 2.3 一

生 活 関 連 指 標 10.1 7.6 8.6 10.0 1.6 1.9 2.3 一

主要 商 品 輸 出 入量(額) 5.4 11.4 7.5 10.0 1.6 3.8 2.3 3.3

輸 出 入 物 価 8.5 6.7 80 6.7 2.3 一 1.7 一

そ の 他 1.6 1.0 L1 L7 L6 L9 2.3 一

1
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表 皿 一24

各 種 統 計 情 報(経 営 分 類 別)

{%}

回 答 も っ と 欲 し い 今 で 十 分 だ

経営分類

統計項 目 曇内璽
道外進出
企 業 道外企業 墓内璽

道外進出
企 業

道外企業

、

人 口 ・ 世 帯 数 の 推 移 26.7 19.6 29.8 10.5 9.8 9.5

男 女 別 ・ 年 令 別 人 口 17.1 152 17.9 3.8 3.3 4.8

人 口 流 出 入 状 況 16.2 16.3 17.9 9.5 7.6 6.0

国 民 所 得'・総 支 出 関 係 数 値 12.4 18.5 7.1 5.7 4.3 9.5

道 民所 得 ・総 支出 関 係数 値 19.0 20.7 25.0 13.3 7.6 131

市 町 村 民 所 得 14.3 10.9 9.5 5.7 22 2.4

財 政 関 係 指 標 7.6 9.8 7.1 1.9 6.5 36

金 融 関 係 指 標 20.0 22.8 14.3 8.6 6.5 10.7

産 業 別 ・規 模 別 事 業 所 数 9.5 8.7 6.0 4.8 33 8.3

産 業別 ・就業状態別就業者数 4.8 9.8 4.8 5.7 2.2 1.2

新 規 学 卒 者 の 就 職 状 況 18.1 19.6 23.8 12.4 98 71

産 業 別 ・職 種 別 賃 金 29.5 32.6 28.6 15.2 13.0 7.1

農林水産業品 目別生産 ・出荷 4.8 17.4 4.8 48 6.5 2.4

製造業業種 別生産 ・出荷 ・在庫 7.6 19.6 10.7 3.8 6.5 1.2

製造業品目別生 産 ・出荷 ・在庫 8.6 21.7 1C7 5.7 4.3 3.6



業 種 別 卸 ・小 売 店 数 15.2 17.4 22.6 4.8 2.2 7.1

業 種 別 卸 ・小 売 販 売 ・在 庫 15.2 15.2 23.8 7.6 2.2 2.4

品 目 別 輸 送 量 2.9 7.6 2.4 1.9 4.3 1.2

卸 売,物 価 22.9 22.8 17.9 8.6 1α9 9.5

消 費 者 物 価,小 売 物 価 21.0 239 20.2 10.5 8.7 7.1

企 業 経 営 状 況 指 標 22.9 30.4 20.2 12.4 87 4.8

消 費 購 買 力 指 標 13.3 19.6 238 6.7 7.6 6.0

品 日 別 家 計 消 費 支 出 5.7 130 9.5 L9 4.3 1.2

農 家 経 済 収 支 5.7 3.3 6.0 4.8 33 L2

住 宅 着 工 戸 数 17.1 120 17.9 1.9 1.1 3.6

住 宅 種 別 住 宅 戸 数 11.4 87 15.5 ]0 2.2 36

生 活 関 連 指 標 7.6 12.0 7.1 19 L1 24

主 要 商 品 輸 出 入 量(額) 19 8.7 7.1 1.9 22 36

輸 出 入 物 価 1.9 98 36 1.0 33 一

そ の 他 LO 2.2 一 1.9 2.2 2.4
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6.そ の 他 の 情 報

前記 の1、0種 類以 外 の情 報 に かん して は,表 皿一25に 記 載 の各 種情 報 につ い

て,単 純 に必 要 か ど うか を尋 ね た。 そ の結 果 は,表 皿一25お よび 表 田一26の

とお りで あ って,製 造 業 な どで特 許 情 報の 必要 度が 高 く,サ ー ビス業そ の 他 で天

気 予 報 のそ れが 高 い,と い・う業 種的 な差異 や,道 外 進 出企 業 で海 外 情 報 や特 許 情

報 が 比較 的 高い,と いった 特 徴 な どが 見いだ され る。 また,地 域 的 な 差異 とし て

は,海 外情報 と特 許情 報 と判例 情 報 が,札 幌市 以 外 の道 央 地 域 で相 対 的 に高 い と

い うこ とのほ か,特 に指 摘 すべ き ことは な い。

表 田 一25'

必要 とするその他の情報(総 数,業 種別,規 模別)

%)

区 分 総 数
製 造 業
な ど

商 業
サー ビス

業その他
小 中 大

時 事 情 報 39.6 39.5 39.2 41.0 48.2 284 41.5

天 気 予 報 20.1 19.8 17.0 29.5 14.5 17.6 283

海 外 情 報 142 17.4 11.7 16.4 15.5 10.8 16.0

医 学 情 報 5.3 L2 8.2 3.3 3.6

'

3.9 8.5

特 許 情 報 11.6 25.6 7.6 33 12.7 11.8 10.4

判 例 情 報 12.3 17.4 7.6 18.0 9.1 14.7 13.2

そ の 他 0.9 一 L2 1.6 0.9 1.0 0.9
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表 皿 一26

必要 とするその他の情報(地 域別,経 営分類別)

防}

区 分 札 幌 市
札幌以外地
域 道央地域 薗畷

道内市場
企 業

道外進出企 業 道外企業

時 事 情 報 42.6 43.8 42.5 45.0 43.8 43.5 29.8

天 気 予 報 18.6 26.7 2L3 25.0 21.9 20.7 14.3

海 外 情 報 7.0 24.8 13.8 18.3 8.6 19.6 11.9

医 学 情 報 2.3 38 3.4 1.7 一 2.2 11.9

特 許 情 報 4.7 2◎7 14.4 150 9.5 22.8 36

判 例 情 報 7.0 21.9 13.8 13.3 12.4 13.0 8.3

そ の 他 1.6
一 L1 一 一 3.3 1.2
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IV.情 報 の収 集 につ いて

へ





皿 情 報 の 収 集 に つ い て

L情 報 の入 手 先 と形態

各 企業 は どの よ うな と ころ か ら,ど の よ うな形 で情報 を得 て い るか。 表IV-1

の よ うに入 手先 を10に 分類 し,そ れぞ れ刊 行 物 に よ る場 合 と,聞 き とり に よる

場 合 とに分け て回 答を求 めた 。 この 種 の調査 で,常 に高 い 比率 を しめ る新 聞 ・雑

誌 を,こ こでは 「一 般」 「専 門」 「業 界 」 に区分 して あ る。 結果 は,「 業 界新 聞

・雑 誌 社」 の刊 行 物 が84.9%で 最 も多 く,つ ぎに 「一 般新 聞 ・i雑誌 社」、の刊 行

物73.3%,「 専 門新 聞 ・雑 誌 社 」 の刊 行 物69.8%,「 関 連業 者 」 か らの聞 き

と りが59.7%,つ づ いて[各 業 界 の組合 ・協 会」 の刊 行物,「 諸 官 公 庁」 の刊

行物 が50%以 上,「 各 業 界 の 組合 ・協 会」 か らの 聞 きと りが50%に 近 く,他

は25%以 下に な って い る。

この 回答 は い うまで もな く複 数回答 であ るが,刊 行物 の%を 合 計 す れ ば418.8

と な り ・齢 と りの ぞ姑 合 計 す れ ば'95・5と な る・ した が ・て ・刊 行 跡?

い ては1企 業 当た り約4分 類 の 入手 先,聞 き と りにつ いて は1企 業 当た り約2分

類 の入 手 先 と い う ことに なろ う。 聞 き とりによ る入 手 は,刊 行 物 に よる入 手 に く

らべ て全 般 的 に低 率 で あ るが,順 位 と しては,「 関連 業者 」 「各 業 界 の 組合 ・協

会 」の つ ぎに,「 消費者 お よびそ の 団 体」 と 「諸 官公 庁 」が くる。

よ り正 確 には,各 情 報種 類 ご と に主 な入 手先 を問 うべ きで あ ろ うが,こ こでは

煩 雑 さを避 け,総 括 的 な形 で の 質 問を 採 った。 す でに述べ た各 種 の情 報 に つ いて,

必要 度 がひ じ ょ うに高 か った 情 報項 目の特 徴か ら考 え て,上 記 の よ うな 入 手先 へ

あ 　

の か た よりが 見 られ る こ とは,き わ め て当 然 の帰結 と もいえ る で あろ っ。

表IV-2は 企 業規 模 別 に と りま とめ た もので あるが,表rv-1で 考 察 した 全体

的 な特 徴 は,お お よそそ の ま ま各 規模 に当 ては まる。 た だ,「 諸官 公 庁 」 の刊 行
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物 につ い ては,規 模 が 大 き くな るに したが って,企 業割 合 と順位 が 明 らか に上 昇

す る。 小規 模 で は7位 にす ぎな いが,大 規 模 で は4位 で あ る。 また大規 模 で は,

中 ・小規 模 に くらべ て,各 人 手 先 の 企業割 合 が お しなべ て高 くな ってお り,情 報

の入手 先 が広般 で あ る ことを示 して い る。 ちな み に,刊 行 物 の%を 合 計 して み る

と,小 規 模378.2,中 規 模38L3,大 規 模497.2で あ り,聞 き とりの%を

合計 してみ る と,同 じ く172.8,182.3,232.1と い う ことに な る。

業 種別 には,そ れ ぞれ の産 業 活 動 の 特 性 に も とづ き,入 手先 の順 位 も依 存 度 も

若干 異 な って くる。 表IV-3に あ る よ うに,第'1位 は どの業 種 とも 「業 界新 聞 ・

雑 誌 社」 の刊 行 物 で あ るが,製 造 業 な どで は,「 専 門新 聞 ・雑誌 社 」の刊 行 物 が

2位,'「 一般 新 聞 ・雑 誌 社」 の刊 行 物 は3位 と な り,つ ぎ に 「関連 業 者 」 か らの

聞 き と りと 「各 業 界 の組 合 ・協 会 」 の 刊行 物 が並 ぶ 。商業 で は,1位 か ら4位 ま

で全体 の 順位 と同 じで あ るが,5位 以 下 は50%を 下 まわ り,「 各業 界 の組 合 ・

協 会」 の刊 行 物や 「諸官 公 庁 」の 刊 行 物 に た いす る依 存 度 も,他 の業 種 に くらべ

て明 らか に低 い。 サ ー ビス業 その他 にお い ては,「 一般 新 聞 ・雑 誌 社 」の刊 行 物

は 「業 界新 聞 ・雑 誌 社」 のそ れ と並 ん で1位 を しめ,3位 の 「専 門新 聞 ・雑 誌社」

刊 行物 の あ とに,「 諸 官 公 庁 」の 刊 行物 が つ づ き,こ れ に依 存 す る企業 の割 合 は

70.5%と か な り高 い。

「聞 き と り」だ け の順 位 で は,各 業 種 と も1位 「関連 業者 」,2位 「各 業 界 の

組合 ・協 会 」 とな り,3位 は製 造業 な ど お よび サ ービス業 そ の他 では 「諸 官 公 庁」,

商業 で は 「消 費 者 お よびそ の団 体 」 で あ る。 「消費 者 お よ びその 団体 」か ら の聞

き と りは,一 般 に あ ま り高 い割合 で は ないが,商 業 の場 合30%に 近 い割 合 を し

めて い るo

表W-4で 地 域 別 に み た場 合,札 幌 市お よび道央 地 域 と,道 央 以 外 の 地域 との

差 は,「 関連 業 者 」か らの 聞 き と りと 「各 業 界の 組合 ・協 会 」刊 行物 との間 で,
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4位 と5位 が いれ替 わ る ことを 除い て,大 きな 差異 は ない。 ただ 札幌 以 外 の地 域

で,「 諸官 公 庁 」 の刊 行物 に た いす る依 存 度 が ひ じ ょうに高 く,札 幌 市 や道 央 以

外地域 のそ れ を か な りひ き離 してい る ことは,札 幌 市以外 の道 央 地域 に お いて,

「諸 官 公庁 」 刊 行 物の 割合 が きわ 立 って高 い ことを意 味 す る。

地場 企業 の うちか ら,道 内市場 で十 分 な企 業 と道 外 市場 へ進 出す る 企業 とを 抜

き 出 してみ る と(表W-5、,前 者 は道 央 以 外 の地 域 にか ん する特 徴 に類 似 し,

後 者 は道 外 企業 の そ れ に類似 してい る ことがわ か る。 つ ま り,道 外 市場 へ 進 出 す

る地 場 企 業や 道 外 企業 では,一 般紙 誌 よ りも専 門紙 誌 の比 重 が増 し,「 関 連業 者」

や 「各業 界 の組 合 ・協 会 」か らの 聞 き と りに た いす る依存 度 が高 まる,と い う特

徴 を も って い る。
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表IV-1

情 報 の 入 手 先 と 形 態

(%)

形 態 回 答 総 数

刊 行 物 聞 き と り

入手先 の 構 成 比

諸 官 公 庁 52.5 21.4 12.0

一 般 新 聞 ・ 雑 誌 社 73.3 3.8 12.6

専 門 新 聞 ・ 雑 誌 社 69.8 44 121

業 界 新 聞 ・ 雑 誌 社 84.9 11.0 15.6

文 献 24.8 2.2 44

各 業 界 の 組 合 ・ 協 会 53.8 49.7 16.8

研 究機 関 また は コンサ ル タ ン ト 23.3 179 67

関 連 業 者 21.1 59.7 13.2

消 費 者 お'よ び そ の 団 体' 11.9 25.1 6.0

そ の 他 3.4 0.3 0.6



表IV-2

情報 の入手先 と形 態(規 模 別)

(%)

規模 小

|

中 大

形 態

刊 行 物 聞きとり 刊 行 物 聞きとり 刊行物 聞 きとり

入手先

諸 官 公 庁 40.9 16.4 49.0 19.6 679 28.3

一般新聞:雑 誌 社 69.1 1.8 69.6 29 81.1 6.6

専門新聞 ・雑 誌社 65.5 2.7 68.6 2.0

へ

75.5 8.5

業 界新聞 ・雑誌社 81.8 64 82.4 8.8 906 17.9

文 献 20.9 4.5 186 一 34.9 1.9

各 業 界 の 組 合
・協 会 50.9 47.3 49.0 49.0 6】.3 52.8

研 究 機 関 また は
20.0 17.3 14.7 14.7 34.9 21.7

コ ン サ ル タ ン ト

関 連 業 者 18.2 55.5 2].6 59.8 23.6 64.2

消費者 およびそ の

団体
82 20.9 3.9 245 23.6 302

そ の 他 2.7 一 3.9 1.0 38 一
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表IV-3

情報 の入手先 と形態(業 種別)

(%)

業種 製造業 な ど 商 業 サービス業その他

形態

入手先 刊行物 聞きとり 刊 行 物 聞きとり 刊行物 聞きとり

諸 官 公 庁 52.3 22.1 46.2 19.3 70.5 26.2

一 般新 聞 ・雑 誌 社 67㌧4 2.3 72.5 3.5 836 66

専 門新 聞 ・雑 誌 社 69.7 2.3 67.8 29 75.4 6.6

業界新聞'雑 誌社 77.9 12.8 889 88 83.6 14.8

文 献 25.6 L3 22.8 2.3 29.5 3.3

各 業 界 の組 合 ・協
A 59.3 51.1 48.0 48.5 623 50.8
五

研 究 機関 また は コ
19.8 174 20.5 18.7 361 16.4

ソサ ル タ ソ ト

関 連 業 者 19.8 59.3 21.6 56.7 21.3 68.9

消費者およびその

団体
10.5 19.8 12.3 29.8 13.1 19.7

、

そ の 他 2.3 1.2 2.3 一 8.2 一
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表IV-4

情報の 入手先 と形態(地 域別)

(%)

札 幌 市
札幌市以外

地域
道央地域

道央以外

地域

形態

入手先
刊行物

聞 き

とり
干桁物

聞 き

とり
干桁物

聞 き

と り
干桁物

聞 き

と り

諸 官 公 庁 33.3 240 71.4 16.2 51.1 23.0 48.3 13.3

一 般 新 聞 ・雑 誌 社 744 4.7一 67.6 4.8 73.0 4.0 66.7 6.7

専 門 新 聞 ・雑 誌 社 70.5 5.4 50.5 19 67.8 3.4 60.0 3.3

業 界 新 聞 ・雑 誌 社 837 14.7 83.8 4.8 82.2 11.5 88.3 6.7

、

文 献 240 1.6 21.0 2.9 241 2.3 20.0 1.7

各業界の組合 ・協 会 52.7 52.7 571 381 54.0 477 56.7 41.7

研 究 機関 または コ ン
サ ル タ ン ト

20.2 17.8 2L9 18.1 22.4 18.4 16.7 16.7

関 連 業 者 27.9 65.1 ll.4 495 21.8 59.8 16.7 53.3

消費者お よびその 団
体

10.1 22.5 14.3 20.0 11.5 21.8 13.3 20.0

そ の 他 1.6 2.3 4.8 一 4.0 0.6 一 一
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表IV-5

情 報 の 入 手 先 と形 態(経 営 分.類別)

(%)

分類 道内市場企業 道外進出企業 道 外 企 業

形態

刊 行物 聞きとり 刊 行物 聞きとり 刊 行物 聞きとり
入手先

諸 官 公 庁 42.9 21.9 55.4 21.7 58.3 23.8

一般新聞 ・雑誌 社 75.2 3.8 69.6 5.4 78.6 1.2

専門新聞 ・雑誌 社 63.8 2.9 772 5.4 81.0 71

業 界新聞 ・雑誌 社 84.8 6.7 87.0 12.0 88.1 13.1

'

文 献 17.1 1.9 33.7 2.2 310 2.4

各業 界 の 組合 ・協
A 57.1 42.9 55.4 56.5 51.2 595
五

研 究機関 または コ
ソサ ル タ ソ ト

21.0 20.0 26.1 228 29.8 179

関 連 業 者 19.0 52.4 15.2 65.2 22.6 64.3

消費 者お よびその

団 体
10.5 21.9 98 26.1 119 35.7

そ の 他 1.0 1.0 1.1 一 4.8 一



2.情 報 入 手 の難 易

情 報 は 得や す い で し ょうか,と い う問 いにた い し,56.0%の 企業 が 「よくは

い る」 と答 え,40.3%の 企 業 が 「な か なか 入手 で きない」 と答 え てい る。 入 手

が 困難 な 理 由 として,表W-6に あ る よ うな各 項 目の どれに あた るかを尋 ね,複

数回答 を 含 めて 整理 して み る と,「 なか な か入手 で きない 」の44%に 相当す る

もの が,情 報 収集 のため の ス タ ッフが い な い こ とを あげ,同 じ く33%に 相当 す

る答 えが,情 報 の所 在 がわ か ら ない とい う ことであ った。

規模別 に は 小規 模企業 の方 が,業 種 別 には サ ービス業 その 他 で,「 よ くは い る」

とい う回 答 の割合 が 多 く(表tv-7、,ま た道内 市場 で十 分 な地 場 企 業 で も,「よ

くは いる」 率 が若干 高 い(表IV-8)。 しか し製造業 な どでは,「 よ くは い る」

と 「な か なか入 手 でき な い」 が同 数 で あ る。 い うまで もな く,「 よ くは い る」 と

い う感 じ方 は相 対的 な もの であ って,同 じ入手 条件 の も とで は,必 要 とす る情 報

量 の よ り少 な い企 業の 方 が,多 量 の情 報 を必 要 と する 企業 よ りも,必 要 充 足 の度

合 い は大 きい と考 え られ る。

いず れに して も,40%前 後 の企業 が 「な かなか 入手 で き ない 」 と答 え て い る

こ とは問 題で あ る。北 海 道情 報 科 学 調査 研 究会 が46年 度 に お こな った 調査 では ・

対 象 で ある製 造業 に お い て,な か なか 入 手 で き ない と回答 した 企 業 は,科 学技 術

情 報 に つ い ては16.3%,経 営情 報 に つ いては10.9%で あ った ことを想 起 す る

と,今 回 の調査 で製 造業 な どの47.7%も が,「 な か なか入 手 で きな い 」 と して

い る のは注 目す べ き ことで あろ う。

46年 度 の調 査 で尋 ねた入 手 困 難iの理 由 と,今 回の調 査 で と り上げ た理 由と は,

完 全 に 対応 す るも ので は な いが,表W-7の 製 造業 な どで特 に 目立 って い る項 目

を あげ る と,「 情 報 収集 の ため の ス タ ッ フがい な い」 の22.1%で,こ の理 由 は

46年 度 の調査 で は]0%に 満 た な い も のであ った。 この 「ス タ ッフ が い ない 」
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とい う理 由は,地 域 別 には,道 央 以 外 の地 域 に お いて も 目立 って いる。

　

「情報 の 所在 がわ か らない」 と い う項 目が,他 の グル ー プと比較 してや や 高率

に なら て い るのは,規 模 別 に は中 規 模,地 域 別 には道 央以外 の地域,経 営 分 類別

には道 外 企業 とい うことに な る。

なお,こ の入 手 の難 易は,後 で情 報 の利 用 度 と関 連 させ て,ふ たた び と り上 げ

る こ とに しよ っo

表IV-6

情 報 は 得 や す い か

入 手 の 難 易 と そ の 理 由
回 答 割 合

(%、

よ くは い る 56.0

なかなか入手できない 40.3

情報 の所在がわか らない 13.2

情報 となる文献 がわか らない 7.2

情報機関を知 らない 8.2

情 報 収集 の た めの ス タ ッフが いない 176

情報収集の経費がかかりすぎ る 7.8

そ の 他 5.3

回答 な し 3.8
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表IV-7

情 報 は得 やす いか(規 模 別,業 種 別)

(%、

規 模 別 ・業 種別 サ ー ビ

小 中 大
製造業
商 業 ス業そ

区 分
な ど

の他

よ くは い る 61.8 52.0 53.8 477 56.1 672

な かなか入手で きない 35.5 43.1 42.5 47.7 39.2 32.8

情報の所 在がわからない 11.8 16.7 11.3 14.0 14.6 8.2

一

情報 となる文献 がわ から
73 7.8 6.6 7.0 7.6 6.6

な い

情報機 関を知 らない 9.1 6.9 8.5 70 9.9 4.9

情 報 収集 の ため のス タ ッ
20.9 17.6 14.2 22.1 15.8 16.4

フが いない

情報収集の経費がかか り
10.0 2.0 11.3 4.7 11.1 3.3

す ぎる ,

、

そ の 他 】.8 8.8 5.7 8.1 4.7 3.3

回答 な し 2.7 4.9 3.8 4.7 4.7 一
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表IV-8

情報 は得やすいか(地 域別,経 営分類別)

(%)

地域 経営 札幌以 道 央 道央以 道内市 道外進 道 外

札幌市
項 目 外地域 地 域 外地域 場企業 出企業 企 業

よ くは い る 56.6 543 55.7 55.0 60.0 57.6 57.1

なかなか入手で きない 37.2 42.9 38.5 43.3 41.7

情 報の所在がわからな
10.9 14.3 11.5 15.0 10.5 10.9 15.5

い

情報 となる文献がわか
5.4 7.6 5.7 8.3 2.9 6.5 9.5

らな い

情報機関を知 らない 4.7 12.4 6.3 13.3 4.8 9.8 8.3

情 報 収 集 の ため の ス タ
14.7 21.0 16.1 21.7 17.1 17.4 17.9

ッフ が い な い

情報収集の経 費がかか
3.9 10.5 5.2 11.7 7.6 6.5 10.7

りす ぎ 奄

そ の 他 5.4 5.7 6.3 3.3 4.8 2.2 4.8

回 答 な し 6.2 2.9 5.7 L7
、

1.2
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3収 集 専 門部 門の有 無

情 報 が なか な か入 手 で きな い理 由 と して,収 集 のた めのス タ ッフが いな い とい

う問題 につ いて は,す で に触 れ た。 情 報 を 収集 す るため の専 門 部門 を設 け てい る

か ど うか,ま た将 来 設け る予 定 が あ るか ど うかを調 べた結 果 は,表IV-9に 示 す

とお りで あ る。 こ こで 「設 け てい ない 」 と い うのは,正 確に は 「現 在設 け てい な

い,か つ将 来 設 け る予定 も な い」 もの であ る。

専 門 部門 を 設 けて い るのは,全 体 で9.1%に す ぎな い。 小 規模 お よ び中 規模 企

業 で は6%を 下 まわ り,道 央 以外 の地域 に おい ては5%で あ って,道 内市場 で十

分 な地場 企 業 で は も っと低 い。 逆に,大 規 模 企業 では 中 ・小 規 模 に く らべ,設 け

て い る割合 も,将 来 設 けた い とい う割合 も きわ 立 って はい るが,そ れ で も まだ か

な り低 い といわ なけ れ ばな らない。

表IV-9

情 報 収 集 の 専 門 部 門

(%)

区 分
項 目

設け てい る
将 来

設 け た い

設 け て

い な い
回 答 な し

総'数 9.1 15.0 70.4 3.5

小 規 模 5.5 1'0.9 73.6 10.0

中 規 模 5.9 12.7 775 3.9

大 規 模 15.5 26.4 58.2 一

製 造 業 な ど 9.3 1】6 75.6 3.5

商 業 70 19.3 67.8 5.8

サ ー ビス業 その他 14.3 184 68.3 一

札 幌 市 78. 19.4 69.0 3.9

札 幌 以 外 地 域 8.6 18.1 69.5 3.8

道 央 地 域 9.2 19.0 69.0 2.9

道 央 以 外 地 域 5.0 18.3 70.0 6.7

道 内 市 場 企 業 3.8 181 77.1 1.0

道 外 進 出 企 業 9.8 20.7 685 1.1

道 外 企 業 1工9 11.9 73.8 2.4
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4自 社調 査 の 有 無

過 去1年 間 にお い て,社 内 スタ ッフに よ る調 査 を した ことが あるか ど うかは,

表W-10の よ うな 結果 と な る。 全体 では,20.7%の 企業 がrあ る」 と回 答 し

て いる。 この割 合 は,前 記 の情 報 収集 の専 門 部門 を 設 け てい る企業 の割合 を,か

な り上 まわ る。

規模 別 にみ ると,企 業 規模 が 大 き くな るに したが って,自 社調査 を した 企業 の

割合 は高 ま り,業 種 別 には,サ ービス業 そ の他 で 高 く,経 営 分類 別 で は,道 外 市

場へ 進 行 す る地 場 企業 が高 い。 また 地 域 別 に みた場 合,道 央 以 外 の地域 で は特 に

低 い とい え よ うo

表IV-10

自 社 調 査 の 有 無

(%)

区 分項 目 あ る な い 回 答 な し

総 数 207 77.7 1.6

小 規 模 16.4 773 64

中 規 模 196 80.4 一

大 規 模 25.9 741 一

製 造 業 な ど 163 82.5 1.2

商 業 19.3 778 29

サ ー ビス業 その 他 30.6 69.4 一

札 幌 市 22.5 775 一

札 幌 以 外 地 域 16.2 81.0 29

道 央 地 域 21.8 78.2 }

道 央 以 外 地 域 13.3 8■7 5.0

道 内 市 場 企 業 16.0 84.0 一

道 外 進 出 企 業 26.1 73.9 一

道 外 企 業 23.8 73.8 2.4
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5収 集 の ため の費 用

最 近1年 間 に,情 報 収 集 のた め どの程 度 の費 用 を使 って い るか につ いて,刊 行

物 購 入 費,団 体 へ の 加入 費,委 託 調査 費,そ の 他(た とえ ば 自社調査 な どの経 費)

とい う4区 分 で,し か も金 額 につ いて は大 まか な幅,す なわち10万 円未 満,10

万 円以上50万 円夫 満,50万 円 以上100万 円未 満,100万 円以 上300万

円 未満,300万 円以 上500万 円未 満,500万P・ 以 上1,000万 円 未満,そ

して1,000万 円以 上 とい う7段 階 で の 回答を 求 め た。

そ の結果,刊 行 物 購入 費 は全体 の90.6%の 企 業 が,団 体 加 入 費 は73.6%の

企業 が,委 託 調査 費 につ いては38.7%,自 社調 査 な どそ の他 の 費 用 につ いて は

30.5%が 答え て い る。 無 回答 の なか には,不 詳 も含 まれ てい る であ ろ うが,最

近1年 間に,全 体 の40%近 い企業 が 外部 に調査 を 委託 して いる ことに な る。4

項 目と も記入 した 企業 は,全 体 の14.8%に す ぎず,2項 目だけ の記入 が最 も多

く,し か も刊行物 購入 費 と団体 へ の加 入 費 とい う組 み合 わせ が最 も多 い ことぱ,

上 記の 項 目別回 答率 のか た よ りか ら,容 易 に推測 で きるで あ ろ う。表IV-11は,

費 用項 目の組み 合 わせ を全 企業 につ いて と りまとめ た もので あ る。

前 記 の よ うに,そ れぞ れ の費 用項 目につ いて,7段 階の 金額 区 間を と って い るt

ので,金 額別 の項 目 組み 合わ せ の可能 性 は,7の4乗 とい う きわ め て 多種 類 の も

の に な る。 実際 には]10種 類 で あった が,そ の うち最 も多 い類 型 は,刊 行物 購'

入 費 と団体 加入 費 が ともに10万 円未 満 と い う組 み 合 わせ で,9.1%の 企業 が そ

うで あ った 。 つ ぎ が,刊 行物 購入 費 と団体 加入 費 が ともに10万 円以.ヒ50万 円

未 満の もので あ り,以 下15番 目まで の 組み 合わ せ を,多 い順序 に配 列 してみ る

と,表IV-12の と お りで あ る。

費 目項 目 ごと の 金額 分 布 は,ど の よ うに な って い るか。 まず刊 行 物 購入 費 につ

い て は,表IV-13に あ る ように,総 数で は50万 円未満 の と こ ろに71%の 企
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業 が集 中 して い る。 規 模別 に み る と,こ の 段階 へ は小 規 模 で80%,中 規 模 で77%,

大 規 模で57%が 集 ま り,分 布 の状態 を一 覧 すれ ぽ,規 模 が大 き くな るに したが

っで,刊 行物 購 入 費 が ど の よ うに 増 大 してい くか が,明 らかに読 み とられ る。業

種別 に は,商 業 がや や 低 水 準 で ある 。地 域 別 には,表IV-14の とお り,札 幌 市

お よび道央 地 域 と比較 して,札 幌 以 外 の地 域 と道央 以外 の 地域 は やや 低 い。 また,

道 外 市場 へ 進 出 す る地 場 企業 で は,ほ ぼ大 規模 企業 で のそ れ に近 い分布 を示 して

い る。

団 体 へ の加 入費 に つ いては,無 回答 が若干 多 く,50万 円未 満 へ の集 中 度 は総

数で54%に す ぎ ない が,50万 円以 上の 分布 は刊 行物 購入 費 に類似 す る。 規模

別 には;中 規模 と大 規 模 はほ とん ど差 がな い よ うで あ り,小 規 模 は もち ろ ん これ

ら よ り低 い。業 種別 に は7 tや は り商業 がや や低 くな っ てい る。(以 上表IV-15)

地 域 別 に み ると,札 幌 市や 道央 以 外 の地 域 に く らべ て,札 幌 以 外 の地域 お よび道

央 地 域 が やや 高 く,こ れ は札幌 市 以外 の 道央 地域 が最 も高 い ことを意 味 す る。経

営 分類 別 に は,道 外 市 場 へ進 行す る地 場 企 業が や や 高 い。(以 上 表W-16)

表W-17と 表IV-18は 委 託 調査 費 に か ん す る もので あ るが,こ こで は総 数

の61%が 無 回答 なた め,50万Fid未 満 へ の集 中度 は31%に とど まる。 規 模別

'には
,小 規 模 と中規 模 は類 似 して い るが,大 規 模で は かな り大 き な調査 を委託 し

てお り,全 般 的 に高 水 準 であ る。 業 種 別 に み る と,こ こでは む しろ商業 の方 が高

く,ま た 数 は少 ない が サ ービス業 そ の他 で,大 きな委 託 調査 を 出 して い る。 地域

別 には,100万 円以 上 の委 託調 査 は 札幌 市に 限 られ,そ してそ のほ とん どが,

道 外 市場へ 進 出す る地場 企業 の もの であ る とい えよ う。

自社調査 な どを 含む そ の他 の情 報 収 集 費 用 は,比 較 的大 きい 自社 調査 費 と,比

較 的小 さい雑 費 的経 費 な どが 混在 してい るた め,表IV-19お よび表IV-20に

み られ る とお り,総 数 で も どの 分類 別 で も,度 数集 中階 層 はお しなべ て10万 円
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未満 であ りな が ら,分 布 は全 般 的 に広 くな って い る。 これ らに つ いて は,特 に説

明 をつ け 加 え る こと は な い。

表IV-11

費用項 目組み合わせの分布

(%、

記 入 な し

1項 目の み記入

刊 行物購入費のみ

それ 以外 の費用のみ

項 目 記 入

刊 行物購入費 と団体加入費

刊 行物購入費 と委託調査 費

それ以 外の組み合わ せ

項 目 記 入

刊行物購入費と団体加入費 と委 託調査費

刊行物購入費 と団体加入費とその他

それ以外の組み合 わせ

4項 目とも記 入
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表IV-12

金額 区分別費用項 目の組 み合わせ

費 用(項 目 お よ び 金 額 、

%

刊行物購入 団 体 加 入 委 託 調 査 そ の 他

10万 未 満 一10万 未 満 一 な し 一 な し 9.1

10万 ～50万 一10万 ～50万 一 な し 一 な し 6.3

10万 未 満 一 な し 一 な し 一 な し 4.7

10万 ～50万 一10万 未 満 一 な し 一 な し 3.8

10万 未 満 一10万 ～50万 一 な し 一 な し 3.5

10万 ～50万 一 な し 一 な し 一 な し 3.1

10万 ～50万 一50万 ～100万 一 な し 一 な し 2.5

10万 ～50万 一10万 ～50万 一10万 ～50万 一 な し 25

10万 未 満 一10万 未 満 一10万 未 満 一10万 未 満 2.5

10万 未 満 一10万 未 満 一10万 未 満 一 な し 2.5

10万 ～50万 一10万 ～50万 一10万 未 満 一 な し 2.2

10万 ～50万 一10万 ～50万 一 な し 一10万 ～50万 1.9

50万 ～100万 一50万 ～100万 一50万 ～100万 一 な し 1.6

50万 二100万 一50万 ～100万 一 な し 一 な し 1.6

10万 ～50万 一 な し 一10万 ～50万 一 な し 1.6
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表IV-13

刊 行 物 購 入 費(総 数,規 模 別,業 種 別)

(%)

区 分 製 造 業 サ ービ ス

総 数 小 中 × 商 業
項 目

な ど 業 その他

回 答 な し 9.4 127 6.9 85 4.7 14.6 1.6

10万 円夫 満 35.2 43.6 35.3 26.4 36.0 36.8 29.5

10万 円以上50万 円未満 35.8 36.4 412 30.2 40.7 33.9 34.4

50〃100〃 ユ1.9 64 1L8 17.9 93 11.1 18.0

100〃300〃 4.4 一 3.9 9.4 5.8 2.9 6.6

300〃500" 16 一 1.0 3.8 L2 0.6 4.9

500〃1.000〃 1.2 0.9 一 2.8 2.3 一 3.3

1,000万 円 以 上 0.3 一 一 0.9 一 一 1.6
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表IV-14

刊行物 購入費(地 域 別,経 営分類別)

(%)

地 域 ・経 営 別 札幌以外 道央以外 道内市場 道外進出

項 目
札 幌 市

地 域

道央地域

地 域 企 業 企 業

道外企業

回 答 な し 10.1 5.7 7.5 10.0 9.5 8.7 11.9

10万 円未 満 34.1 37.1 34.5 38.3 41.9 272 34.5

10万 円以 上50万 円 未満 38.8 34.3 38.5 3L7 35.2 38.0 33.3

50〃100〃 7.0 16.2 10.3 13.3 10.5 10.9 14.3

100〃300〃 4.7 4.8 4.0 6.7 2.9 6.5 3.6

300〃500〃 1.6 1.9 2.3 一 一 3.3

1

L2

500〃1,000〃 3.1 一 2.3 一 一 4.3 1.2

1,000万 円 以 上 0.8 一 O.6 一 一 1.1 一
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表W-15

団 体 へ の 加 入 費(総 数,規 模 別,業 種 別)

(%)

区 分 製 造 業 サ ー ビス

総 数 小 中 大 商 業
項 目 な ど 業 その他

回 答 な し 26.4 30.9 23.5' 33.0 17.4 32.2 23.0

lo万 円未 満 26.1 32.7 25.5 22.6 279 26.3 23.0

10万 円以 上50万 円未満 27.7 26.4 35.3 27.4 33.7 24.6 27.9

50〃100〃 9.7 7.3 7.8 7.5 9.3 8.8 13.1

100〃300〃 6.3 1.8 59 47 5.8 5.8 8.2

300"500〃 0.9 一

1

1.0 1.9 23 0.6 一

500"1,000〃 1.6 0.9 1.0 0.9 1.2 1.8 1.6

1,000万 円 以 上 1.2 一 一 1.9 23 一 3.3
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表Bi-16

団体 へ の 加 入費(地 域 別,経 営 分 類 別)

(%)

回 答 な し

10万 円 未 満

10万 円 以 上50万 円 未 満

50〃100〃

100〃300〃

300〃500〃

500"1,000〃

1,000万 円 以 上

札 幌 市

042

172

042

611

5

6

1

8

1

3

札幌以外

地 域

25.7

22.9

31.4

11.4

4.8

1.9

1.9

道央地域

24.1

24.7

28.2

12.1

6.9

0.6

1.1

2.3

道央以外

地 域

26.7

26.7

25.0

10.0

6.7

].7

3,3

湯

葉

市内道

企

257

28,6

2L9

124

10.5

1。0

道外進出

企 業

20.7

23.9

33.7

9.8

3.3

2.2

2,2

4.3

道外企業

31.0

28,6

28.6

4.8

4.8

1.2

1.2
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表IV-17

委 託 調 査 費(総 数,規 模 別,業 種 別)

(%)

区 分 製 造 業 サ ー ビス

総 数 小 中 大 商 業
項 目

な ど 業その他

回 答 な し 61.3 64.5

「

578 61.3' 59.3 59.6 689

10万 円未 満 15.1 155 186 11.3 18.6 14.0 13.1

10万 円以 上50万 円未 満 15.7 13.6 17.6 16.0 15.1 18.1 9.8

50〃100〃 5.3 5.5 49 57 4.7 70 1.6

100〃300〃 0.6 0.9 一 09 『 0.6 1.6

300〃500〃 0.9 一 1.0 L9 2.3 0.6 一

500"1,000〃 0.6 一 一 19 一 一 3.3

1,000万 円 以 上 0.3 } 一 O.9 一 一 1.6
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表IV-18

委 託 調査 費(地 域 別.,経 営 分 類 別)

(%、

地 域 ・経 営 別
札幌以外 道央以外 道内市場 道外進出

札 幌 市 道央地域 道外企業
区 分 地 域 地 域 企'業 企 業

回 答 な し 65.1 62.9 62.6 68.3 61.9 59.8 53.6

10万 円未満 16.3 12.4 16」 10.0 17.1 15.2 16.7

10万 円以 上50万 円未 満 11.6 21.0 14.4 20.0 17.1 14.1 15.5

50〃100〃 2.3 3.8 3.4 1.7 2.9 3.3 1L9

100〃300〃 0.8 一 0.6 一 一 3.3 1.2

300〃500" 1.6 一 1.1 一 1.0 1.1 1.2

500〃1,000〃 1.6 一 1.1 一 一 2.2 一

1,000万 円 以 上 0.8 一 0.6 一 一 1.1 一
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表W-19

自社調査などその他の費用(総 数,規 模別,業 種別)

(%)

区 分 製 造 業 サ ー ビス

総 数 小 中 大 商 業
項 目 な ど 業 その他

回 答 な し 69.5 70.9
「

72.5 65.1 66.3 73.1 63.9

10万 円 未満 12.2 14.5 10.8 1L3 15.1 11.1 11.5

10万 円以 上50万 円夫満 7.8 7.3 4.9 10.4 8.1 6.4 9.8

50〃100〃 5.3 4.5 4.9 6.6 4.7 7.0 L6

100"300" 2.8 0.9 3.9 3.8 1.2 L8 8.2

300〃500〃 0.6 一 1.0 0.9 L2 一 1.6

500〃1,000〃 1.2 1.8 LO 0.9 2.3 0.6 1.6

1,000万 円 以 上 O.6 一 1.0 0.9 1.2 一 1.6
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表IV-20

自社調査などその他の費用(地 域別,・経営分類別)

(%)

地 域 ・経 営 別 札幌以外 道央以外 道内市場 道外進 出

札 幌 市 道央地域 道外企業
区 分 地 域 地 域 企 業 企 業

回 答 な し 62.8 75.2 66.7 73.3 70.5 72.8 72.6

10万 円未満 15.5 8.6 13.2 10.0 13.3 9.8 11.9

10万 円以 上50万 円未 満 9.3 7.6 8.0 10.0 5.7 76 4.8

50〃100〃 3.1 76 4.6 6.7 5.7 4.3 6.0

100〃300〃 5.4 1.0 4.6 一 2.9 2.2 1.2

300〃500〃 1.6 一 1.1 一 1.0 1.1 一

500〃1,000〃 1.6 一 1.1 一 1.0 1.1 2.4

1.000万 円 以 上 0.8 一 0.6 一 一 1.1 1.2
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V.情 報 の 処 理 ・利 用 に つ い て

1利 用 目 的

情 報 の 利用 目的は,い うま でも な く情 報 の種 類 や 内容 に よ って異 な る6し か し

こ こで は,種 類 別 ・内容 別 に分 け る こ とな く,全 般 的な形 で の質 問 を 試 みた。 そ

れは今 回 の調 査 が,企 業 内 におけ る情報 処 理 の あ り方 を 主題 とす る もの でな く,

あ く まで情報 収 集 の問題 に重 点 を お き,そ の参 考 資料 と して,処 理 と利 用 につ い

ての質 問 を 付加 す る,と い う方針 を とった ため であ る。

表V-1は,情 報 を どの よ う1二利 用 し てい るか とい う問 いに た いす る複 数回 答

を,企 業 数 で割 った もの であ る。 つ ま り,71%の 企業 が 「販売 促 進 」に利 用 す

る と答 え,62%の 企 業 が 「企 業 の長 期 計 画」 に利 用 す ると いい,61%が 「需

要 予測 」 と回答 してい る。 こ こで 「販売 促 進」 とい うのは,別 に設 け た 「市 場 拡

大 」 と異 な り,既 存 の市場 区域 内 に おけ る販売 量 の増 大 を意 味す る。

情 報 の利用 目的 は,業 種 ご とに いち じる しく異 な るであ ろ う。 表V-2に よれ

ば,製 造業 な どで は,1位 「生 産 の合 理化 」,2位 「需要 予測 」,3位 「労 務 ・

人事 ・事 務管 理」 が,い ず れ も60%台 で,き わ め て近 接 して い る。 しか し商 業

に お い て は,「 販売 促 進 」 が84.8%で 群 を抜 き,つ ぎが 「需要 予測 」 とな り,

また サ ービス業 そ の他 では,1位 が 「企業 の長期 計 画 」で80%に 近 く,つ ぎが ・

「労 務 ・人 事 ・事 務管 理」 とな っ てい る。

規 模別 に は,表V-3の とお り,ど の規 模 で も 「販 売促進 」が 第1位 で あ るが,

「企 業 の長 期計 画」 は,規 模 が大 き くな るに した が って割合 が高 くな り,大 規 模

で は 第2位 を しめ る。 同様 に,規 模 と とも に割合が 明 らかに 高 ま る もの と しては,・

「市場 拡 大」 があ り,「 商品 開発」 もそ うで ある。

表V-4で 地域別 にみ る と,「 販売促 進 」 の第1位 は共通 して いる が,2位 の
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「企業 の 長期 計 画 」 と 「労 務 ・人 事 ・事務 管理 」 との 相対 的 な関 係 は,札 幌市 お

よび道央 地域 と,札 幌 以外 の 地域 お よび道 央以 外 の地 域 で若干 異 な ってい る。 前

者 では,「 労 務 ・人 事 ・事務 管理 」 は4位 に と どま るが,後 者で は,「 企 業 の長

期 計画 」 と同 率 で あ る。

この よ うな札 幌 市お よび道央 地 域 と,札 幌 以 外 あ るい は道央 以 外 の地 域 との差

異 は,道 外 市 場 へ進 出す る地 場 企業 と,道 内市 場 で十 分 な地場 企 業 との間 に,や

や拡 大 した形 で あ らわ れ そ い る。 道 外 企業 の 出先 事 業所 は,「 販 売促 進 」 「需要

予測 」 「市場 拡 大」 の 順 とい う,や や 特 異 な パタ ーンを示 す 。

表V-1

情 報 の 利 用 目 的

目 的 %

企 業 の 長期 計 画 6L6

需 要 予 測 60.7

技術革新 17.6

生 産 の 合 理 化 25.8
'

商 品 開 発 280

・

販 売促進 71.4

労 務 ・人 事 ・事 務 管 理 55.7

市 場 拡 大 478

新 規 立 地 195

そ め他 1.9
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表V-2

情 報 の 利 用 目的(業 種 別)

(%、

業 種 別項 目 製 造 業
な ど 商 業

サ ー ビス業

そ の 他

企業の長期計画 58.1 57.3 78.7

需要予 測 61.6 64.3 49.2

技術革新 43.0 5.8 14.8

生産 の合理化 62.8 9.4 19.7

商品開発 38.4 25.7 19.7

販売促進 58.1 84.8 52.5

労務 ・人 事 ・事 務 管理 60.4 50.9 62.3

市場拡 大 39.5 52.6 45.9

新 規立 地 一 163 17.0 31.1

その他 一 2.3 3.3

表V-3

情 報 の 利用 目的(規 模 別)

(%、

規 模 別項 目 小 中 大

企業の長期計画 50.9 64.7 698

需要 予測 53.6 66.7 62.3

技術革新 14.5 22.5 16.0

生産の合理化 26.4 324 18.9

商品開発 20.0 24.5 39.6

販売促進 70.0 68.6 75.5

労 務 ・人事 ・事 務 管理 52.7 49.0 651

市場拡 大 39.1 43.1 6].3

新規立地 13.6 10.8 34.0

その他 1.8 一 3.8
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表V-4

情 報 の 利 用 目的(地 域 別)

(%)

地 域 別項
目 札 幌 市

札幌以外

地 域
道央地域

道央以外

地 域

企業の長期計画 61.2 66.7 63.2 65.0

需要予測 56.6 63.8 60.9 56.7

技術革新 28.7 8.6 241 6.7

生 産の合理化 34.1 276 33.9 23.3

商 品開発 34.9 29.5 33.3 30.0

販売促進 68.2 6τ6 64.9 76.7

労 務 ・人 事 ・事務 管理 55.8 66.7 59.2 65.0

市場拡大 43.4 45.7 43.1 48.3

新規立地 19.4 1τ1 19.5 10.7

その他 2.3 一 1.7 一

表V-5

情報 の利用 目的(経 営分類 別)

(%)

経 営 別項
目

道内 市場

企 業

道外進出

企 業
道外企業

企業の長期計画 64.8 63.0 56.0

需要 予測 55.2 63.0 63.1

技術革新 14.3 272 11.9

生産の合理化 21.0 40.2 10.7

商品開発 19.0 47.8 15.5

販売促進 75.2 67.4 81.0

労 務 ・人事 ・事 務 管理 65.7 52.2 41.7

市場拡 大 35.2 47.8 57.1

新規 立地 13.3 20.7 226

その他 1.0 1.1 3.6
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2利 用 度

IVの2で とりあげ た,情 報 は 得や す いか とい う問 いにつ づ いて,そ の情 報 は 役

に立 つ か とい う質 問を お こな い,表V-6の よ うな回答 を得 た。す なわち ・63・5

%の 企業 が役 に立 つ と答 え,27.0%が す ぐには使 え ない と答 え,6,3'%が 余 り

役 に立 た な い とい っ てい る。 この 「す ぐには使 え な い」 と 「余 り役 に立た ない」

とい う回答 者 に,そ の理 由を あげ て もら ったが.実 際 には複 数 の理 由を あげ るも

の もあ り,ま た理 由を あげぬ もの もあ っ て,理 由の合 計 に過 不 足 が生 じて い る。

それ らの理 由 の うち最 も多 い もの は,表V-6お よび表V-7を 通 じ,す べ て

の分類 区分 にお い て,「 必要 な情 報 が即 刻 手 に入 らな い」 とい う ことで あ る。 今

回 の調査 では,「 役 に立 つ」 とい う回 答者 に,情 報 利用の 問題 点 を指 摘 して も ら

わ なか った の で,「 す ぐ には使 え な い」 と 「余 り役 に立た な い」を あわ せ て も,

「即刻 手 に入 ら ない 」 とい う回 答 割合 は あ ま り高 くな って は い な いが ・北海道 情

報 科学 調査 研 究 会 が45年 度 に実 施 した調 査 に おい ては ・業 種 別 で第2次 産 業 の

65%と 、第 、次 産業 の ・ ・%が,必 歎 情鋤 ・即 刻 手{・入 らな い と・・う問題点

を 指摘 し,そ れ は他 の 問題 点 を は るかに抜 い て,き わ立 った 高 率 を示 して い る。

と ころで,情 報入 手 の 難易 と情 報利 用 度 とは,ど の よ うな 関連 を も って い るの

で あろ うか。 表V-8は,表IV-6と 表V-6の 総 数欄 を 組 み合 わせ てみ た もの

であ る。 すな わ ち,「 よ くは い る」 と い う企業 の21%は,そ の情 報 を 「す ぐ に『

は使 えな い 」 とか 「余 り役 に立 たな い」 と いい,「 なか なか 入 手 で きない 」 と い

う企 業 の51%が,入 手 した か ぎ りで は 「役 に 立つ 」 と考 えて い るの で あ る。

また,1必 要 な情 報 が 即刻 手 に 入 らな い」 と回答 した 企業 の約3分 の1が,入

手 の 難 易に つ いては 「情 報収 集 のた め のス タ ッフが いない」 と答 え,同 じ く約4

分の1が 「情 報 の 所在 が わ か らな い」 とい い,そ して約5分 の1が 「情報 機 関 を

知 らな い」 と答 え て いる ことを,つ け加 え てお こう。
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表V-6

情 報 の 利 用 度(総 数,規 模 別,業 種 別)

(%)

区 分

項 目
.

総 数 小 中 大
製造業

な ど
商 業

サ ービ
ス業 そ

の地

役に立 つ 63.5 63.6 67.0 59.4 57.5 67.3 59.7

すぐには使 えな い 270 31.8 23.3 29.2 33.3 24.0 32.3

必要 な情報が即刻手 に入 らない 13.2 12.7 9.7 17.0 16.1 11.1 14.5

情報を得 ても加 工す る機能が ない 6.9 10.0 3.9 6.6 80 70 4.8

情報の精度 に信頼が もてない 8.2 9.1 5.8 10.4 5.7 8.2 11.3

そ の 他 3.1 2.7 3.9 2.8 4.6 2.3 4.8

余 り役に立たない 6.3 3.6 9.7 47 9.2 3.5 8.1

必要 な情報 が即刻 手 に入 らな い 2.2 0.9 3.9 19 2.3 23 1.6

情報 を得 ても加 工す る機能が ない 0.6 一 19 一 一 一 3.2

情報の精度 に信頼 が もてな い 1.6 一 3.9 0.9 3.4 0.6 1.6

そ の 他 1.6 一 2.9 0.9 L1 1.2 4.8

回 答 な し 3.1 0.9 一 6.6 一 5.3 一
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表V-7

情 報 の 利 用 度(地 域 別,経 営 分 類 別)

(%)

地 域 ・ 経 営 別

項 目
札幌市

札幌以

外地域

道 央

地 域

道央以

外地域

道内 市

場 企業

道外進

出企業

道 外

企 業

役 に立 つ 628 65.7 60.3 75.0 67.6 64.1 61.9

す ぐには使 えない 24.8 29.5 29.3 20.0 32.1

必要 な情報が即刻手に入 らな い 1工6 10.5 10.9 11.7 9.5 12.0 19.0

情報を得て も加 工す る機能がない 4。7, 8.6 57 8.3 8.6 6.5 8.3

情報 の精度 に信頼 が もてない 6.2 7.6 8.0 33 8.6 3.3 11.9

そ の 他 5.4 2.9 4.0 5.0 10 1.1 一

余 り役 に立た な い 70 4.8 7.5 1.7 6.0

必要 な情報 が即 刻手 に入 らない ].6 1.9 23 一 LO 1.1 3.6

情 報を得 ても加工する機能が ない 0.8 1.0 1.1 一 一 2.2 一

情報 の精度 に信頼 がも てない 2.3

ピ、

1.9 2.3 1.7 ].0 3.3 一

そ の 他 2.3 1.9 2.9 一 1.9 一 2.4

回 答 な し 5.4 一 2.9 3.3 一



表V-8

情報 入手 と難 易と利用度

(%)

入 手

利 用

よ く

は い る

な か なか は

い らない

回 答 な し 計

役 に 立 つ 42.5 20.4 0.6 63.5

す ぐには 使 え ない 10.4 15.1 L6 270

余 り役に立たない 工6 4.4 0.3 6.3

回 答 な し 1.6 0.3 1.3 3.1

計 56.0 40.3 3.8 100.0

3整 理 ・保 管体 制

入手 した情 報 を どの よ うに整 理 ・保 管 す るか につ いて は,専 門 部 門 で集 中的 に

整理す る体 制,そ れ ぞれ の 部門で 整 理 して保 管 す る体 制,現 在整 理 して い ないが

将 来 整理 した い と思 って い るか ど うか,そ の他 とい う分 け方 で集 計 した 。 設 問 の

不 手際 の ため,「 別 に整 理 して い ない 」 と 「将 来 整 理 した い と思 って い る」 との

閲 で,重 複 回答 が若 干 あ った ので,そ の場合 は 後者 の 方 を採 用す る こ とに した。

結 果 は表V-9に 示 す とお りで あ る。

「それ ぞれ の部 門 で整 理 ・保管 」 す る体制 を とっ てい る と ころが,圧 倒 的 に 多

く,「 専 門 部門 で集 中的 に整 理 」す る仕組 み に な って い ると ころは,ま だ きわ め

て少 な い。 「別 に整 理 して い ない」 企業 が,小 規模 で4分 の1も あ り,整 理 ・保

管 体制 にか んす る規 模 差 は 明 らか で あ る。 「将 来 整理 した い と思 う」 を 含め て,

整 理を 実 施 して い な い企業 の割 合 は,業 種別 で はサ ー ビス業 その 他 で ・また 道 外

企業 の 出先 事業 所 で低 い。
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表V-9

情 報 の 整 理 ・ 保 管

(%、

区 分 専門部門 それぞれ 将来整理

-

別 に 整 理

で集 中的 の部門で した い と し てい な そ の 他
項 目 に整理 整理保管 思 う い

総 数 4.7 59.8 176 170 0.9

小 規 模 4.5 500 19.1 25.5 一

中 規 模 ].0 64.7 17.6 14.7 2.0

大 規 模 85 651 16.0 9.4 0.9

製 造 業 な ど 4.7 558 17.4 209 1.2

商 業 4.1 59.1 19.9 164 0.6

サ ービス業 その 他 66 67.2 1L5 131 16

札 幌 市 O.8 589 163 217 23

札 幌 以 外 地 域 57 571 22.9 143 一

道 央 地 域 2.3 60.9 161 19.0 L7

道 央 以 外 地 域 5.0 500 28.3 16.7 一

道 内 市 場 企 業 29 543 23.8 190 一

道 外 進 出 企 業 4.3 598 16.3 185 1.1

道 外 企 業 9.5 64.3 131 13.1 一
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4コ ンピ ュ ータ ーの利 用 状 況

参 考 まで に,コ ン ピ ュータ ーの 利 用 状況 につ いて尋 ね た。 ここ では,い わゆ る

ミニbソ を 除外 す るた め,プ ログ ラ ム内蔵 方 式 の もの で,記 憶容 量 が2,000ビ

ッ ト以 上の もの に限 定 した。

表V-10に よれ ば,自 社所有 の も のお よび計算 セ ンタ ー利 用 を含 め,総 数 で

は28.9%が コ ンピ ュ ーターを利 用 してい る こ とに な る。 大規模 企 業,サ ー ビス

業 そ の他,道 外 企 業 の 出先 事業 所 につ い ては,利 用率 はかな り高 い とい え よう。

しか し,こ こで の コ ン ピ ュー タ ー利 用 は,か な らず し も外 部 情報 の処 理 にか ん す

る利 用 だ け で な く,事 務 的 処理 を 含 ん でい るの で,あ くまで も参 考 資料 に とど ま

る。 コ ンピ ュ ータ ーを 所 有 す る もの19.8%と い う比率 と,表IV-9に お け る情

報収 集 専 門部 門 を設 け てい る もの9.1%と い う比率 を,対 比 し てみ る 必要 が あろ

う。
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表V-10

コ ン ピ ュ ー タ ー の 利 用 状 況

(%、

区 分 自社所有の
計 算 セ ンタ 計算 セ ンタ 利 用 し て

項 目
ものを利用

一な どを 常

時 利 用

一な どを利

用 した こと

が あ る い な い

総 数 19.8 6.6 2.5 686

小 規 模 10.9 4.5 1.8 755

中 規 模 15.4 87 1.0 75.0

大 規 模 33.0 66 4.7 53.8

製 造 業 な ど 3.5

♪

2.3 4.7 86.0

商 業 2L6 9.4 23 63.7

サ ービス業 そ の他 377 4.9 一 57.4

札 幌 市 140 6.2 2.3 75.2

札 幌 以 外 地 域 10.5 6.7 2.9 74.3

道 央 地 域 12.1 7.5 2.9 74.7

道 央 以 外 地 域 13.3 3.3 L7 750

道 内 市 場 企 業 5.7 12.4 1.0 81.0

道 外 進 出 企 業 19.6 一 5.4 73.9

道 外 企 業 40.0 7.1 2.4 50.6
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お わ り に

地域情報セ ンタ ーへの示唆

北海道 にお け る民 間企 業 の情 報 需要 は,業 種 的に も地域 的 に も,ま た対象 とす る

市場 の差 や規 模 の差 か らみて も,き わ め て多 様 な特 徴 を も って いる。 しか も,最 も

i強く要 望 され てい る情 報 は,一 次情 報 的 な性 格 の もの よ り も,そ の ま ま使 え るよ う

な,加 工済 み の もの で あ り'.マ ク ロ的 な情 報 よ りは,む しろ企業 の業 績 に直結 す る

領 域 の もの が,特 に重 視 され て い る。

したが って,こ の よ うな 需要 に対 応 す る地 域 情 報 セ ンタ ーは,大 量の 情 報 を集 中

的 か つ迅 速 に提 供 す る業 務 よ りも,適 宜 な加 工 と解説 をつ け加 え,消 化 しや すい形

に した 多種 類 の情 報 を,分 散的 に 伝 達 す る とい う煩 雑 な業 務を 受 け もた ね ば な らな

い で あろ う。 と同 時 に,情 報 の重 要 性 を啓 も う し;そ の所 在 を 知 らせ,さ らにその

消 化能 力を育 成 す る とい う,教 育 活 動 を強 力 にお こな う必要 が あ ろ う。

現 在 の ところ,民 間 企業 の 情 報入 手 先 とし て最 も大 きな ウェ イ トを しめ るの は,

各 業 界 の組 合 や協 会 な どで あ るが,情 報セ ンタ ーが これ らの 役 割 に た い して,ど の

よ うに位 置づ け られ うるか は,重 要 な 課 題で ある。 そ の た めに は,各 業 界 の組 合 ・

協 会 な ど諸 団体 に おけ る.情 報 の収 集 と処 理 なら び にそ の伝達 方 法 な ど につ き ・調

査 と研究 を進 め る こ とも必要 となろ う。

通 商 産業 省が48年3月 末 現在で 実 施 した,企 業 に お け る外 部情 報 の収 集 と加 工

に か んす る実 態調 査 に よれば,産 業 情 報 につ いて は業 界団 体か らの入 手 が 最 も多 く・

マ ク ロ情 報 に つい て も企 業 情報 につ い て も,業 界 団 体 の果 たす 役 割 が き わ めて大 き

い とい う。 しか し同時 に,業 界 団 体 の 問題 点 とし て,情 報蓄 積 量 が 少 な い こ とと ・

加工 度 が 低 い情 報 しか 提 供 して くれ な い こ とを,指 摘 す る企 業 が と もに全体 の4割

を しめ て い る。(「 外 部 情報 の収集 お よ び加 工 に関す る実態 調査 報告 」 昭和48年
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9月,通 商産 業 省産 業 政 策 局 企業行 動 課,に よる。)

この調 査 の対 象 は,東 京 証券取 引 所お よび 大阪証 券 取 引所 の第1部 ・第2部 上場

会社 の うち,製 造 業 と電 力 ・ガス事業 なら び に鉱 業 に かんす る もので あ り,企 業 規

模 にお いて も地域 性 につ い ても,全 く異 な る調査 の結果 を,そ の ま ま適 用す るこ と

は で きな いと して も,こ うした問題 点 を 、す でに述 べ て きた必 要 情報 の種 類 お よ び

そ の収 集 にか ん す る現況 と特 徴 な どに,関 連 させ て考 慮 す る こ とは,地 域 情報 セ ン

タ ーのあ り方 にた いす る,ひ と つ の重要 な 示 唆 を与 え るで あ ろ う。
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⑳ 情報需要に関する調査票 ・一・
コ1ド

提出期限

昭和48年12月25日

提出部数1部

札幌通商産業局

商工部産業振興課

この調査票に関 し,下 記の事項をご留意の上 ご記入下 さい。

1本 調査票は

繊 自働 ・ついて(1-1～1-5(出 先事業所)1-1～1-3(地 場 企 業))

情報 の必 要性 に つい て(fi-1～ll-11)

情報 の収 集 につ いて(田 一1～m-5)

情報 の処 理 ・利 用 につい て(N-1～N-4)

等 の設 問 となっ てあ かます。

2定 義

情報 とは企 業 内部 で発 生 す る もの(内 部情報)と,そ とか ら取 り入 れ る もの

(外 部情報)と に分 け る ことが考 え られま すが,本 調 査の い う情報 とは主 と し

て外部情報 を指 しま す。 ま た,情 報 に は フォーマノレとイ ンフォー マノレな形 が あ

りま すが,本 調査 は特殊 の イ ン7オ ー マノレの情報 を除 ぎます。

3記 入 方 法

⑦ 該 当す る項 目の記号(数 字,カ ナ字)を ○ 印 で囲んで下 さい。

㈲()の 記 入欄 を設 け てあ る もの は()内 に必 要事 項 を記入 して下 さい。

4調 査 時 点

昭 和48年11月26日

5本 調査票 につ いて の疑 問点等 があ りま した ら下 記 までお問 合せ下 さ い。

〒060札 幌市中央区北3条 西4丁 目 第一合同庁舎

札幌通商産業月 商工部産業振興課 電話(011)231-1151内 線437

所在地

会社名(事 業所名)

資本金 万円 従業員 名

本調査票の内容等について貴事業所の連絡先

課 係TEL

担当者名



1経 営 的事 項 につ いて

1-1貴 社(事 業所)の 設立はいつですか。

明 治

大 正 年 月

昭 和

1-2貴 社(事 業所)の 仕入,販 売(あ るいは工事受注s貸 出など)の 現在の需給の構成(道 内

外 海外)は どのようにな っていますか。次によ りお答え下さい。

(1)仕 入の場合

道内()%道 外()%海 外()%

(2)販 売の場合

道内()%道 外()%海 外(

1-3貴 社(難 所)1こ おける需要開拓1こついて次の項目にお答え下さい。

(1)道 内 市場 につ いて

(2)道 外 市場につ いて

(3)海 外 市場 につ いて

(ア)道 内だけで十分

(イ)道 内だけでは不十分

聞 すでに進出 している

(イ)積 極的に進出 したい

(ウ)検 討 している

国 進出の余地はない

㈲ 情報不足でわか らない

艇 の他〔

(ア)輸 出している

(イ)今 後輸出したい

(ウ)検 討 している

国 情報不足でわか らない

㈲ その他 〔

)%

∫

〕

〕

(4)道 外企業 と技術あるいは業 務提 携による市場拡大についてどのように考えています

かo

同 現在提携 している

(イ)条 件次第で考えたい

〔ウ)考 えてない



・一・1

⑳ 情報需要に関する調査票 ・一一
・■

提出期限

昭和48年12月25日

提出部数1部

札幌通商産業局

商工部産業振興課

この調査票に関 し,下 記の事項 をご留意の上 ご記入下 さい。

1本 調査票は

経 師 事項 に つ・・て(1-1～1-5(出 先事 業所)1-1～1-3(地 場 企 業))

情報 の必 要性 につい て(ll-1～ll-11)

情報 の収 集 に ついて(田 一1～ 田一5)

情報 の処理 ・利 用 につい て(N-1～N-4)

等 の設 問 となっ てあ ゲます。

2定 義

情報 とは企業 内部 で発生 す るもの(内 部 情報)と,そ とか ら取 り入れ る もの

(外 部 情報)と に分 け る ことが 考 え られま すが,本 調査 のい う情報 とは主 と し

て外部 情報 を指 しま す。ま た,情 報 には フ ォー マノレとイ ン フォー マノレな形 が あ

りま すが,本 調査 は特殊 の ・インフォー マルの情報 を除 ぎます。

3記 入 方 法

㊦ 該 当 す る項 目の記号(数 字,カ ナ字)を ○ 印 で囲ん で下 さい。

(イ}()の 記入欄 を設 け てあ る もの は()内 に必 要事 項 を記 入 して下 さい。

4調 査 時 点

昭和48年11月26日

5本 調 査票 につ いて の疑問 点等 があ りま した ら下 記 まで お問合 せ下 さ い。

〒060札 幌市中央区北3条 西4丁 目 第一合同庁舎

札幌通商産業月 商工部産業振興課 電話(011)231-1151内 線437

業 種

業 態

所在地

会社名(事 業所名)

資本金 万円 従業員 名

本調査票の内容等について貴事業所の連絡先

課 係TEL

担当者名



1経 営的事項について

1-1貴 社の道内における事業所(支 店,出 張所,営 業所,工 場)の 開設はいつ頃でしたか。

明 治

大 正 年 月

昭 和

1-2貴 社 の道内におけ る事業所 はなんか所 にあ りますか。

(1)支 店()ヵ 所 その主 な所在地(

② 出張所()ヵ 所 〃(

(3)営 業 所()ヵ 所 〃(

(4)工 場()ヵ 所 〃(

1-3貴 社 の全国での 主な事業所 はなん か所あ りますか。

(1)支 店()ヵ 所

(2)営 業 所 ・出張所()ヵ 所

(3)工 場()ヵ 所

1-4

)(

)(

)(

)(

(

(

(

(

)

)

)

)

)

)

)

、
ノ

貴社の本道における取引高は,貴 社の総取引高(全 国)の どのような割合にな っています

か。また,本 道取引の構成はどのようにな っておりますか。

(1)全 体の取引額に対比 し本道はその(

② その取引額 のうち

㈲ 本道へ移入するもの(

(イ)本 道から移出するもの(

(ウ)本 道で加工するもの(

国 直接海外へ輸出するもの(

)%ぐ らい

)%く ・らい

)%ぐ らい

)%ぐ らい

)%ぐ らい

1-5貴 社では本道との取引のなかで本道の取引をどのように評価してお りますか。

(1)現 在の状況に満足 している

(2)現 在よりも将来に期待 している

(3)現 状には不満を持っている,そ の主なる点としては,

(ア)相 手企業(道 内)の 体質が弱い

(イ)流 通機構の不備

(ウ)情 報が不足

匡)そ の他(具 体的に)〔
Z

ユ

、L
.⊃



皿 情 報 の 必 要 性 に つ い て

貴社(事 業 所)で は どの よ うな情報 を必要 と してい ますか
。

U-1行 政 情報 は

(1)も っ と欲 しい(2)今 で 十分 だ(3)必 要 と しない

(1),(2)に 回答 の方 は,次 の どの ような行政情報 を必要 として(利 用 して)い ます か
。

(ア)行 政 統計資料(イ)行 政の動向(A全 国
,B道C地 域 ブ ロック,D市 町村)

(ウ)そ の他(具 体的に)〔 〕

ll-2経 済情報は

(1)も っと欲 しい(2)今 で十分だ(3)必 要としない

(功 ②に回答の方はお答え下さい。 どのような経済情報を必要 として(利 用 して)い ます

か。特に必要 とするものには◎印をおつけ下 さい。

R-3

伺 金融機関の融資情報

(イ)新製品の開発や発表

㈲ 同業者の営業方針

国 商品の需要動向

㈲ 仕入,販 売価格の動き

㈲ 道内景気の動向

人口,労 働力情報は

(1)も っと欲 しい(2)今 で十分だ

か。

伺 人口動態について

(イ)労 働市況について

(ウ}労 働力構成について

G賃 金,給 与動向について

(キ)海 外や全国の景気動向

(ク)政 府施策(税 務,制 度融資など)

㈲ 消費者動向

(コ)生 産状況

㈱ 商 品市況

図 その他(具 体的に)

〔

(3)必 要 と しない

〕

(1),② に 回答 の方 は,次 の どの よ うな人 口,労 働 力情報 を必 要 として(利 用 して)い ます

㈲ その他(具 体的に)〔

A全 国

A全 国

A全 国

A全 国

B道 内C地 域 ブロックD市 町村

B道 内C地 域 ブロックD市 町村

B道 内C地 域ブ ロックD市 町村

B道 内C地 域ブロックD市 町村

n-4流 通 情報 は

(1)も っ と欲 しい(2)今 で十分 だ(3)必 要 と しない

(1),② に 回答 の方は,次 の どの ような流通情 報を必要 と して(利 用 して)い ますか
。

(ア)流 通機構(オ)需 給動 向

α)流 通状況 ㈲ 輸送状況

(ウ)流 通政策 ㈲ その他(具 体 的 に)

(・・雄 跳 〔

〕

〕



ll-5地 域開発情報は

(1)も っと欲 しい ② 今で十分だ(3)必 要 としない

(1),(2)に回答 の方は,次 のどのような地域開発情報を必要 として(利 用 して)い ますか。

(ア)地域開発の事業計画 国 地域 の特殊性について

(イ)地 域開発の動向 囲 土地利用計画について

(ウ}地域についての総合情報 ㈲ その他(具 体的に)

/〔 〕

ll-6交 通情報は

(1)も っと欲 しい ② 今で十分だ(3)必 要 としない

(1),② に回答 の方は,次 のどのような交通情報 を必要 として(利 用 して)い ますか。

(ア}交 通,道 路計画について

(イ)交 通利用度について

囚人の動 き ⑧物の動 き ㈲陸上 ⑬海上 ⑧航空

・・}そ の他(具 体網 〔 〕

ll-7産 業技術情報は

(1)も っと欲 しい(2)今 で十分だ(3)必 要 としない

(1),(2)に回答の方は,次 のどのような産業技術情報を必要 として(利 用 して)い ますか。

(ア}生 産技術情報 困 ノウハ ウの所在

(イ)商 品開発情報 ㈲ 刊行物情報

(ウ)生 産合理化情報 闇 その他(具 体的に)

唖 説 諭 等についての繍 〔 〕

ll-8環 境情報は

(1)も っと欲 しい(2)今 で十分だ(3)必 要 としない

(1),② に回答 の方は,次 のどのような環境情報を必要 として(利 用 して)い ますか。

国 住宅関連情報 ㈲ 自然保護についての情報

(イ)生 活環境関係情報 ㈲ 環境政策

(ウ)公 害発生についての情報 ㈲ その他(具 体的に)

に)公 害防止についての情報 〔
〕



fi-9所 在 情報 は

(1)も っ と欲 しい(2)今 で十分 だ(3)必 要 としない

(1),② に 回答 の方 は次 の どの よ うな所在情報 を必要 と して(利 用 して)い ますか。

　

国 人材の所在(ウ)商 品の所在

(イ)企 業の所在 国 その他(具 体的に)

〔

fi-10各 種統計情報は

① もっと欲 しい(2)

(1),(2)に回答の方は,

同 人口 ・世帯数の推移

(イ)男 女別 ・年令別人 口

(ウ)人 口流出入状況

国 国民所得 ・総支出関係数値

㈲ 道民所得 ・総支出関係数値

㈲ 市町村民所得

㈱ 財政関係指標

例 金融関係指標

例 産業別 ・規模別事業所数

回 産業別 ・就業状態別就業者数

㈱ 新規学卒者の就職状況

図 産業別 ・職種別賃金

㈱ 農林水産業品目別生産 ・出荷

㈲ 製造業業種別生産 ・出荷 ・在庫

(力 製造業品目別生産 ・出荷 ・在庫

皿一11そ の 他の情報 は

1.時 事 情報

2.天 気予 報

3.海 外情 報

4.医 学 情報

今で十分だ(3)必 要 としない

次のどのような各種統計情報を必要 として(利 用 して)い ますか。

(菊 菜種別卸 ・小売店数

θ 業種別卸 ・小売販売 ・在庫

()う 品目別輸送量

倒 卸売物価

(ト)消 費者物価,小 売物価

倒 企業経営状況指標

⇔ 消費購買力指標

(ヌ)品 目別家計消費支出

⇔)農 家経済収支

の 住宅着工戸数

◎ 住宅種別住宅戸数

{ヒ)生 活関連指標

(フ)主 要商品輸出入量(額)

←)輸 出入物価

㈱ その他(具 体的に)

〔

民
り

C
U

7

特許情報

判例情報

その他(具 体に)

〔

〕

〕

〕



皿 情報の収 集 につ いて

皿一1貴 社(事 業所)で はどのようなところから情報を得ていますか。

(1)諸 官 公 庁 A刊 行 物 B聞 き と り

(2)一 般新聞 ・雑誌社 A刊 行 物 B聞 き と り

(3)専 門新聞 ・雑誌社 A刊 行 物 B聞 き と り

(4)業 界新聞 ・雑誌社 A刊 行 物 B聞 き と り

⑤ 文 献 A刊 行 物 B聞 き と り

(6)各 業界の組合 協会

■

A刊 行 物 B聞 き と り

(7)研 究 機 関,又 は コ ンサ ル タ ン ト A刊 行 物 B聞 き と り

⑧ 関 連 業 者 A刊 行 物 B聞 き と り

(9)消 費者,お よびその団体 A刊 行 物 B聞 き と り

⑩ その他(具 体的に) A刊 行 物 B聞 き と り

皿一2情 報は得やすいでしょうか。

(1)よ く入 る

(2)な かなか入手 できない

(3)全 然入手できない

(2),(3)に回答の方は次のどれにあた りますか。

切 情報の所在がわからない

(イ)情 報 となる文献がわからない

〔ウ)情 報機関を知らない

国 情報収集のためのスタッフがいない

㈲ 情報収集の経費がかか りすぎる

㈲ その他(具 体的に)「 〕



皿一3そ の情報 は役に立ちます か。

(1)役 に 立 つ

(2)す ぐに は使 えな い

(3)余 り役 に立 たない

(2),(3)に 回 答 の方は次 の どれ にあた りますか。

(丁 必要 な情報が即刻手 に入 らない

(イ)情 報 を得 ても,そ れ を加工 す る機能 がない

回 情報 の精 度に信頼が もてない

… その他(具 体綱 〔

皿一4

皿一5

情報を収集するための専門部門を設けていますか。

(1)設 けている

(2)設 けていない

(3)将 来 もうけたい

現在情報収集のため,ど の程度の費用を使っていますか。(最 近一年間)

〕

」

区 分 刊行物購入費 団体への加入費 委 託 調 査 費 その他(自社調査)

1.10万 未満

2.10万 円～50万 円未 満

3.50万 円～100万 円未 満

4.100万 円～300万 円未 満

5.300万 円～500万 円 未 満

500万 円～6
.1

,000万 円 未 満

7.1,000万 円 以上



W情 報 の処理 ・利 用 につい て

1V-1貴 社(事 業所)で は情報をどのように利用していますか。

(1)企 業の長期計画に

(2)需 要予測に

(3)技 術革新に

(4)生 産の合理化に

(5)商 品開発に

(6)販 売促進に

(7)労 務,人 事事務管理に

(8)市 場拡大に

(9)新 規立地に

⑩ その他(具 体的に)

〔 〕

】V-2入 手 した情報 をどの よ うに して整理,保 管してい ます か。

(1)専 門部 門で,集 中的 に整理 している

(2)そ れ ぞれの部門 で,整 理 して保管 してい る

$(3)別 に整理 していない

(4)将 来 整理 したい と思 ってい る

(・)そ の他(具 体的に)「
〕

N-3コ ン ピ ューターを利 用してい ますか。(但 し,コ ン ピュー ター とはプ ログラム内蔵方 式の

もの で,記 憶 容量2,000ビ ッ ト以上の ものを指 します)

(1)利 用 してい る(自 社保有 の もの)

(2)デ ー タ ーセ ンター等 を常時利用 してい る

(3)デ ー ターセ ンター等 を利用 した ことがあ る

(4)利 用 していない

W-4過 去 一年 間において,社 内スタ ッフによ る調査 をした ことが あ ります か。

(1)あ る(2)な い

(1)に回答 の方 は,調 査 の種類 お よび費用 につ いて以下 に ご記入下 さい。

(ア)調 査種類(例 えば市場調査等)

A〔

・〔

・ 〔

(イ)調 査費用(総 額を概算で)

( 万円)

〕

〕

〕
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